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骨髄トキシン（抗家兎骨髄血清）の家兎骨髄に及ぼす影響

金沢大学医学部第二外科学教室（主任　熊埜御堂進教授）

　　　　　　浜　　野　　健　　也

　　　　　　　（昭和40年4．月1日受付）

本論文の要旨は1958年11月，熊埜御堂外科学教室論文集第1輯に発表した．

第1編　骨髄トキシンの家兎骨髄，血清並びに肝臓抗菌力に

　　　　　　　　　　　及ぼす影響について

　或る動物の臓器或いは組織細胞はこれを非経口的に

動物体内に注入する時はそれと同種の組織或いは臓器

細胞に特に強く作用を及ぼし，更に一定の潜伏期を置

いて臓器毒または組織毒の形成を見るといわれてお

り，この細胞毒素（Zytotoxin）に関する問題は1898

年Bordatの溶血素の発見に端を発し以来多数の学者

により各種の臓器並びに組織に亘り研究がなされてい

る．即ちMetschnikoffはこの免疫体（細胞毒）が与

えられると当該組織並びに臓器を侵害し更に大量にな

るとこれらの臓器，組織を融解すると共にその機能

を著しく低下せしめることがあるというのでこれを

ZytotoxinまたはZytolysinと命名した．

　しかしてMetschnikoffは精虫毒素につき，　Dun・

gernの上皮細胞毒素，　Delezenneの肝臓毒素，：Lin・

demannらによる腎臓毒素等多数の業績が存し我が国

においても三田・宮川教授一門によるこの：方面に関す

る報告あり，最近では馬杉教授により腎臓毒に関する

詳細なる報告がなされている．

　本論文に取扱おうとする骨髄を抗原としたる抗骨髄

血清！私はこれを骨髄トキシンと仮称する）に関する

業績は少なく，Sulli，　Bunting，　Werzbergは組織学

的な面よりBrezinaは免疫学的な面より骨髄の退行

性変化並びに機能低下の起ることを述べている．我が

国においても八代，原，酒井らの研究報告があるが主

に血液像の変化に関したものである．

　また一方骨髄の抗菌力に関しては1924年Aschoff

その他により血清，淋巴組織及び他の細網内被細胞系

と共に比較的強い抗菌力の存する臓器であることが記

載されているが実験的にはErb，　Bordaschによりこ

れが証明されている．しかしてこれら臓器組織は或る

条件の下では抗菌力が増強しまた或る場合には逆に低

下するということが報告されている．即ちErbは動

物実験において皮下組織を焼灼することにより血清抗

菌力並びに肝臓，腎臓，脾臓，骨髄等の組織がその抗

菌力を増強せしめることを報告した．CastiはまたX

線照射によって骨髄その他の実質細胞が阻害されると

共にこれに平行して抗菌力もまた減退することを実験

的に証明している．同様に塵氏はこの際の骨髄内オプ

ソニン産生の増減と化膿性炎症との間に互に関連性を

有するものと述べている．また一方骨髄における抗菌

力の低下並びに化膿性炎症の発生誘因としては今まで

外傷，過労等各種のものが挙げられているが時により

その炎症が同一組織に多発性に来る場合がよくある．

例えば急性骨髄炎の際に長管状骨に多発性に発病する

のを我々は屡：々経験する．しかしてこの間の関係を糾

明するために上述のZytotoxin（骨髄トキシン）の面

より骨髄抗菌力に検討を加えた．

1　実験材料並びに実験方法

　1．骨髄トキシン（抗家兎骨髄血清）の製法

　骨髄採取に用いた家兎は生後5カ月で体重2．Okg

内外のものを使用した．

　骨髄乳剤を海狽の腹腔内に注入して抗血清を採取し

た．この実験には体重5009内外の海狽を使用した．

　家兎骨髄採取方法：家兎を開腹，腹部大静脈を切

断，脱血死に至らしめ腹部大動脈より生理的食塩：水に

て充分灌流を計り，両側大腿骨及び脛骨より無菌的に

赤色髄を採り出し生理的食塩水にて洗い血液の除去を

計り，これを秤量したる後2倍量の滅菌生理的食塩水

を加え“ホモゲナイザー”にて乳剤を作製す。

　In且uence　of　Bone　Marrow　Toxin（Anti・Rabbit　Bone　Marrow　Serum）on　the　Bone　Marrow

of　Rabbits．1（enya　Hamano，　Department　of　Surgery（皿）（Director：Prof．　S．　Kumanomido），

School　of　Medicine，　Kanazawa　University．
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　かくして得たる乳剤を海瞑の腹腔内に4旧間隔にて

3回，1回量，海狽体重1kgにつき家兎骨髄2．Og

の割合に注射し最後の注射より8日目に海狸の心臓穿

刺により全採血を行ない血清を分離，560・C30分間加

熱非動性となしたる後，抗骨髄血清の有する非特異反

応を避ける意味で24時間以上氷室に貯蔵しζれを使用

に供した．なお上述の操作はすべて無菌的に行なっ

た．

　以上の操作中家兎骨髄乳剤の腹腔内注入に際しては

海狽は元気衰え食慾減退し体重の減少を来たす傾向あ

り．これは注入回数を重ねるに従い増強しまたこの内

には下痢を来たし死亡するものもあった．これらの海

瞑を剖検するに腹膜は充血しているが化膿性炎症の徴

候はなく，注入されたる乳剤の一部は大網，腸管に白

色または黄白色の繊維様物質の塊となって附着せるを

認めた．なお肝臓，腎臓には肉眼的に著しい変化は認

められなかった．

　2．骨髄トキシン注射方法並びに家兎骨髄，血清及

び肝臓の抗菌力検査方法について

　本実験に使用せる家兎は生後5カ月で体重2．Okg内

外のものを使用した（以後各節に使用せる家兎はこれ

と同一条件のものを使用す）．

　骨髄トキシン注射方法：家兎の耳静脈より注射す．

　骨髄トキシン注射後一定の時間を置き家兎を開腹，

腹部大動脈より5cc採血，これより血清を分離す．

その後腹部大動脈を切断，脱血死を起さしめ腹部大動

脈より生理的食塩水にて今流を計り直ちに肝臓の一部

及び両側大腿骨，脛骨より骨髄を採り出し両者とも生

理的食塩水にて洗い可及的血液の除去を計り，これを

秤量後2倍量の滅菌生理的食塩水を加え“ホモゲナイ

ザー”にて乳剤を作製する．上述の如くにもて得たる

血清と骨髄，肝臓乳剤を原液としてこれを10％ブイヨ

ン各1ccあて注入してある試験管にて2～128倍ま

で倍数稀釈した．他に乳剤を混入しない10％ブイヨン

のみ1ccのものを対照となした．

　また一方一定菌力（斜面寒天にて24時間培養）の黄

色葡萄球菌（P．209）の3白金耳を10ccの滅菌生理

食塩水にて浮遊せしめ，これを原液となして10倍稀釈

し30万倍菌液を各3本作り骨髄，血清並びに肝臓用と

なし，これらの0．1ccずつを上述の倍数稀釈せる骨

髄乳剤，血清，肝臓乳剤及び対照の各試験管に注入よ

く振馴し，その後4時間艀卵器（37℃）の内に入れて

感作せしめる．感作後骨髄乳剤，血清，肝臓乳剤の各

試験管より0．1cc採り予め準備せる普通寒天培養器

に各々3枚塗抹し，24時間培養（37。C）後発生したる

集落数の平均値を出した．

　　　　　各稀釈倍数における集落数
　　　　　　対照における集落数　‘対照比を以て　しかして

抗菌力判定の指標となした．上述の実験操作はすべて

無菌的に行なった．

皿　実　験　成　績

　1．正常家兎骨髄，血清並びに肝臓の抗菌力につい

て

　1）実験材料並びに実験方法

　1の2．に既述せる如く生後5カ月の正常家兎骨

髄，血液並びに肝臓を無菌的に採取，乳剤作製及び

血清を分離しこれらの抗菌力を普通寒天培地における

黄色葡萄球菌（P．209）の集落数対照比より検：亡し

た．

　2）実験成績
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の抗菌力に関する対照比平均値

（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）
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正常家兎肝臓乳剤の抗菌力について
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　3）小　　括

　由来諸臓器及び組織の内で化膿性細菌に対し抗菌力

を有する代表的なものとして脾臓，淋巴腺，骨髄等が

挙げられているが，1888年Nutta1は血液中に殺菌性
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物質の存在することに関しBachnerは血清中にも同

様物質の存することを述べ，乙れをAlexinと命名し

た．爾来血清の殺菌作用に関しては多数の業績がある

が今なおその本態及び構造に関し充分なる説明はなさ

れていない．

　1901年忌astellaniは正常家兎において血清，脾臓

浸出液につき，F．　Duran・Reynalsは各種臓器エキス

に関しその抗菌力を検し脾臓，淋巴腺，骨髄が細菌の

発育抑制作用が最も強く肝臓，肺臓これに次ぎ，睾丸

エキスの場合はこれを細菌と混合液となし動物に接種

すると却って炎症を大ならしめる作用ありと述べてい

る．1924年Aschoffは脾臓，骨髄，淋巴腺及び胸腺

等を網状織内被細胞系と命名発表してより，これに関

する免疫学的研究が相次いで起り臓器組織の抗菌力と

密接なる関係を有することを述べている．

　一方我が国においても中野氏のBakteriophageの

研究その他西谷，田利の報告あり，荒木氏は正常臓器

組織の浸出液のOpsonine作用を指標となしてその

抗菌力を比較しているが血清，骨髄，肝臓何れも相当

の抗菌力を有することを証明している．

　またErb，　Bordaschは骨髄炎の発生に関し骨髄本

来の抗菌力との関係につき述べている．

　本実験における正常家兎骨髄，血清，肝臓，抗菌力

では実験成績に示すが如く各乳剤及び血清ρ）2倍稀釈

液においては対照に比しその発生集落数は骨髄約1／

10，肝臓は2／3以下を示し，また血清は1／30となり何

れも高度の抗菌力を有することを示す．しかし肝臓

は骨髄，血清の2者に低い抗菌力を有することを知っ

た．この所見は上述の諸家の実験結果と一致してい

る．また骨髄，血清，肝臓とも128倍稀釈では大体対

照に近い集落数を示した（但し血清はなお幾分抗菌力

を有す）．

　　　実験家兎　No．58　体重2．Okg

正常二丁血清2cc／kg隔日2回注射後24時間目

における骨髄乳剤血清に関する抗菌力について
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2．正常海瞑血清の注射による家兎骨髄，血清並び

に肝臓の抗菌力に及ぼす影響について

　1）実験材料並びに実験方法

　血清採取海狽は生後4カ月体重500gの正常二身を

使用した．血清採取には1の1．における方法に倣い

心臓穿刺により採血，これより血清を分離56。C30分

加熱後24時間以上氷室に保存し使用に供した．

　上述の如くにして得たる血清を家兎耳静脈に2cc

／kg隔日に2回注射す．その後24時間目に骨髄，血

清，肝臓を採取し1の2．におけると同様の方法にて

抗菌力を普通寒天培地における黄色葡萄球菌（P．209）

の集落数対照比より検した．

　2）実験成績

　　　実験家兎　No．59体重1．9kg
正常海狽血清2cc／kg隔日2回注射後24時切目
における骨髄乳剤血清の抗菌力について
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　　　実験家兎　No．60体重2．Okg

正常海猿血清2cc／kg隔日2回注射後24時間目

における骨髄乳剤血清の抗菌力について
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。．2941。．2。61。．441

　　1　　1

25 P26

0．697

0．50

0．790

0．618

27

0．767

0，824

正常海燕血清2cc／kg隔日2回注射後24時間目に

おける家兎骨髄乳剤血清の抗菌力に関する対照比

平均値　（対照比を以て抗菌力判定指標とす）

骨髄乳剤

血　　清

2

0．177

0．200

22 23 24 52

：：：：：／：翻：1訓1：：：1

26

0．777

0．677

27

0．889

0．905

　　実験家兎　No．91体重F1．9kg

　　　　　　　No．92体重2．Okg
　　　　　　　No．93体重2．Okg

正常海猿血清2cc／kg隔日2回注射後24時

間目における家兎肝臓乳剤抗菌力について

　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
齢
‘

2
ワ
耐
9
一
2
2
2
2
脚

No．91
肝臓乳剤

168

176

191

180

210

203

246

Nα92
肝臓乳剤

244

271

281

302

316

304

321

No．93
肝臓乳剤

321

362

371

406

421

434

419

対照1 240 310 430

野

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）

No．91
No．92
No．93

2 22 23

　　　　　　0．7　 0．7330．795
0．7460．84110．862

。．78610．87010．906

　　1　　　1

24
2・12・

27

　　　0．7500．875

　　9
0．9440．976
　　｝
0．9741．019
　　し

0．845i1．02

、．。。gl。．974

0．9801．035

正常海狽血清2cc／kg隔日2回注射後24時間1

目における家兎肝臓乳剤の抗菌力の対照比平均

値　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

肝臓乳剤

2 22

0・744奄潤E814

23 24

　　1
0．8540．889
　　1

25

0．957

26

0．944

27

1．009

　3）小　　括

　Zytotoxinに関する各種実験においてその対照実験

として正常動物の血清を注射したる場合が選ばれ，㌧こ

れによる変化を抗臓器血清注射の場合と比較対照とな

しているが諸家の何れの実験においても組織学的にも

或いは機能的にも変化は殆んど見られないといい，骨

髄に関係あるものを見ても同様の結果を得たることが

報告されている．

1．0

0．9

0．8

0．7

06

0．5

0，4

0，3

0．2

0，1

第1図　正常海面血清注射による家兎骨

　　髄，血清，肝臓の抗菌力の変動

2　　　　　　　22　　　　　　23　　　　　　24　　　　　　25　　　　　　26　　　　　　27
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　私も本節において正常海猿血清の一定量注射したる

場合の骨髄，血清並びに肝臓抗菌力の変化につき検討

を加えたが，骨髄に関してはグラフ第1図に示す如く

稀釈濃度大なる2～23倍の範囲では軽度の抗菌力の低

下を現わし，夫より濃度小なる24～27倍半範囲では逆

に抗菌力の上昇を示しているが対照曲線に比し著しい

変化を示してをらない．

き血清の抗菌力は稀釈濃度大なる2～22倍の範囲では

抗菌力低下を示し，25～22では逆に軽度であるが上昇

の傾向存しこの変動は骨髄，肝臓の変動に比較すると

やや著明なり．

　，肝臓においては骨髄トキシン注射により抗菌力はグ

ラフ第1図に見る如く殆んど対照曲線に比し変動は見

られない．

一以上の所見を要約するに，正常海瞑血清を注射した

る場合骨髄，血清及び肝臓の抗菌力の上に著明なる変

化が見られず，強いていえば血清において軽度の抗菌

力低下が見られた．

　3．骨髄トキシンr定量（1cc／kgと1．5cc／kg全

．量として2，5cc／kg）注射の場合における家兎骨髄，

血清並びに肝臓抗菌力の変化について

　1）実験材料並びに実験方法

　骨髄トキシン（1の1．に記載）を家兎の耳静脈より

注射，注射量は1cc／kgと1．5cc／kg隔日注射全量

として2．5cc／kgとす．最初の注射より3日後に骨

髄，血液，肝臓を無菌的に採取，血液よりは血清を分

離骨髄，肝臓よりは乳剤を作製し工の2．における

と同様の方法にてその抗菌力を普通寒天培地における

黄色葡萄球菌（血209）の集落数対照璋より検した．

　2）実験成績

　　実験家兎　No．17　体重2．okg

骨髄トキシン1cc／kgと1．5cc／kg隔日注
身寸全量2．5cc／kg

　
　
3
　
4
纈
　
5
　
6
　
”
‘

　
22
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2
2
2
2
2

骨髄乳剤

9
4
6
4
2
6
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1
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対剛　132 126 142

対照比

＼聾
　　　＼、
骨髄乳剤

血　　清

肝臓乳剤

2 22

　　　0．2190．257
　　1
0．1660．142
　　1
0．8300，851
　　1

23 24 25

1翻：難ll
・．85・・．8・6【・．957

26

0．878

0．642

0，976

72

10．733

0．555

1．042

　　実験家兎　No．16体重2．Okg
骨髄トキシン1cc／kgと1．5cc／kg隔日

注射全量2．5cc丞g

　　実験家兎　No．19体重2．Okg
骨髄トキシン1cc／kgと1．5cc／kg隔日注
身寸全量：2．5cc／kg
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対野比翼壁讐騰部数） 対照比

2 22 23 24 25 26　　27

盈髄乳裂1：鎧雛llll：器ll：象l／：翻：朧
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骨髄トキシン1cc／kgと1．5cc／kg隔日注

射（全量2，5cc／kg）したる場合の骨髄，

血清，肝臓乳剤抗菌力の対照比平均値，

（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

＼羅：12

　　　　　1綴鋤il；1

22 23

　　　0，4480，604
　　　
0．2460．356
　　　
0．8890．844

　　1

24 漏2 26

0．66010．91810．954

　　1　　1
0．5550．6290．901
　　1　　1
0．9680．9460．960
　　1　　　1

27

0．993

0．894

1．032

　3）小　　括

　骨髄トキシン1cc／kgと1．5cc／kg（全量：2，5cc

／kg）注射したる場合につき骨髄抗菌力を検したが対

照（正常家兎骨髄）に比しその抗菌力は著明に低下し

ていることを示した．更にこの際の血清抗菌力におい

ては稀釈濃度2～24倍で対照血清に比しやや低下を示

し，また肝臓においても対照に比し軽度の低下を示し

た．しかし両者とも骨髄における如き著明なる抗菌力

低下はなかった．この変化を正常家兎及び正常海狽血

清注射の場合に比較すると次の如くになる．

　4，骨髄トキシン注射の量的差異による家兎骨髄，

血清並びに肝臓抗菌力に及ぼす影響について

　1）実験材料並びに実験方法

　∬の3において骨髄トキシン1cc／kgと1．5cc／

kg（全：量2．5cc／kg）注射の場合における骨髄抗菌

力の変化につき検討を加えその抗菌力に低下を来たす

ことを認めたが，本節においては骨髄トキシン少量注

射（0．5cc／kg）隔日2回全量1cc／kgの場合と大量

注射（2cc／kg）隔日2回全量4cc／kgの場合とにつ

き比較検討した．

　骨髄トキシンは家兎耳静脈より注射し，最：初の注射

より3日後に骨髄，「血液，肝臓を採取し1の2におけ

ると同様の方法にて各々の抗菌力を普通寒天培地にお

ける黄色葡萄球菌くP．209）の発生集落数の対照比を

指標となし検した．

　2）実験成績

　実験家兎　No．38　体重2．Okg

骨髄トキシン0．5cc／kg隔日2回全量

1cc／kg注射したる場合
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肝臓乳剤
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対　照1432 434 442

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）
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26 26 27

0．476b．787
　　　　　0．824

謡：麗隅

対照比を以て抗菌力判定の指標とす

骨
髄
乳
剤

血

清

肝
臓
乳
剤

稀釈倍数

削
轟

　
　
　

正
清
篇

（照
血
ン

　
　
シ

　
狽
キ

　
　
ト

　
　
髄

対
海
骨

油
注
㎏

　
　
⑩

正
清
師

（照
血
ン

　
　
シ

　
瞑
キ

　
　
ト

　
　
髄

鳴
海
骨

渤
注
㎏

　
　
㏄

　
清
5

正
　
島

（照
血
ン

貝　
　
シ

　
猿
キ

　
　
ト

　
　
髄

対
海
骨

2

0．114

0．177

0．343

0．033

0，200

0．175

0．697

0．744

0．791

22

0．188

0，255

0，448

0．084

0．265

0．246

0，721

0．814

0．889

23

0．227

0．326

0，604

0．308

0．274

0．356

0，873

0．854

0，844

24

0．535

0．581

0．660

0．443

0．464

0．555

0．871

0．889

0．968

25

0．688

0．595

0．918

0．652

0．564

0．629

0．925

0，957

0．946

26

0．846

0．777

0，954

0，808

0，677

0．901

0．933

0．944

0．960

27

1．091

0，889

0，993

0．863

0．905

0．894

0．989

1．009

1．032



抗家兎骨髄血清の作用 483

　実験家兎　No．40　体重1．9kg

・骨髄トキシン0．5cc／kg隔日2回全量

1cc／kg注射したる場合

骨髄トキシン0．5cc／kg隔日2回全量1cc／kg注
射したる場合の家兎骨髄，血清，肝臓の抗菌力に関

する対照比平均値
（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）
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　　i　　　　　　　　i　　　I

　実験家兎　No．45体重2．Okg
骨髄トキシン2cc／kg　2回隔日注射に
依るもの　（全量4cc／kg）
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2
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骨髄乳剤
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216
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肝臓乳剤

243
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296

348

340

360

対照1螂 240 368

　実験家兎　No．41体重2，0kg
骨髄トキシン0，5cc／kg隔日2回全量
1cc／kg注射したる場合

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）
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　実験家兎　No．46体重2．Okg
骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射し’
たる場合（全量4cc／kg）

対照比

2 22 23　　24 25 26 27
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対照比

2 22 23

骨髄乳剤1・・2911・・447

血清10・11410・123

肝臓乳剤10．66310．725
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0．235
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24 52 26 27

謝離：翻：lll
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1．0230．9340．8830．995
　　1　　　1

　実験家兎　No．47体重1．9kg
骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射し
たる場合（全量4cc／kg）
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肝臓乳剤
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412
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対則　334 332 578

対照比
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24 52 26

　　l　　　l
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0．3220．5300．430
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27

1．215

0．753

1・0431

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回全量4cc／kg注
射した場合の家兎骨髄，血清，肝臓乳剤抗菌力

忙関する対照比平均値
（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

2　　22 23

温雲紙鱗朧1：lll

肝臓乳剤10．6650．71710．751

24 25 26

瀦：翻：朧
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27
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1．005

　3）小　　括

　本実験においては骨髄トキシンを注射しその量的差

異により家兎骨髄，血清並びに肝臓の抗菌力が如何な

る変化を蒙るかにつき検討を加えた，骨髄乳剤抗菌力

では前節並びに第2図に示したる如く骨髄トキシン

1cc／kgと1．5cc／kg（全量2．5cc／kg）注射におい

て対照に比し著しい抗菌力の低下を認めたが，骨髄ト

キシン2cc／kg　2回（全量4cc／kg）注射した場合

には全量2．5cc／kgに比し更に一層抗菌力の低下を

来たすことが認められた．

　また一方，骨髄トキシン少量注射したる場合，，即ち

0．5cc／kg隔日2回全量1cc／kg注射においては稀

釈濃度大なる（2～23倍）範囲で対照に比し軽度の抗菌

力低下を見るが第2図の曲線に現われているように逆

に抗菌力上昇の結果が得られた．即ち少量注射では骨

髄が刺戟状態となり機能充進を来たし従って抗菌力の

上昇が見られた．また注射全量が2．5cc／k9，4ccl

kgと増量するに従い本来のZytotoxinとしての作

用を現わし抗菌力低下を来たすことが見られた．これ

はBuntingの研究結果と相似たる結果を示した．

　この際の血清抗菌力の変化に関してはグラフ第3図

に示す如く全量2．5cc／kg注射，4cclkg注射では

稀釈濃度大なる範囲に軽度の抗菌力低下が見られた

が，全般的には対照曲線に較べて抗菌力の上昇或いは

低下は余り認められなかった．また0．5cc／kg　2回

全量1cc／kg注射では対照と同様の曲線を示した．

　肝臓乳剤の抗菌力はグラフ第4図に示せる如く全量

2．5cc／kg注射では軽度の抗菌力低下を示したが他の

2群では殆んど対照と差異は存しなかった．

　これを要するに骨髄トキシン量的差異注射により骨

髄，血清，肝臓の抗菌力変化を表示すると下表の如く

になるが，ここにおいても骨髄抗菌力の変化は血清，

LO

0．9

0．8

0．7

0，6

05

0．4

0．3

02

0，1

第2図　骨髄トキシン注射の量的差異に
　　　よる家兎骨髄抗菌力の変動

　　　　　　ノkg
一△4cc　lkg

2　　　　　　　22　　　　　　23　　　　　　24　　　　　　25　　　　　　26　　　　　　27
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第3図　骨髄トキシン注射の量的差異に

　　　よる家兎血清抗菌力の変動
第4図　骨髄トキシン注射の量的差異に

　　　よる家兎肝臓抗菌力の変動
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（対照比を以って抗菌力判定の指標とす）
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25
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26
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27
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0．993㌧

1．055

0．969

0．894㌧・

0．943

1．035

1．03乞

1．005

肝臓に比し強く現われ骨髄トキシンが特異的に作用す

ることを示した．

　5．骨髄トキシンの注射方法の差異による家兎骨髄，

血清並びに肝臓抗菌力に及ぼす影響について

　1）実験材料並びに実験方法

　前節において骨髄トキシンを大量に注射したる場合

には骨髄抗菌力の低下を来たすことを知ったが，本節

においては骨髄トキシン注射量を一定（全量4cc／

kg）となしその注射方法を変えたる場合骨髄抗菌力が

如何に変化するかを検討した．

　骨髄トキシン注射方法としては1cc／kg連続毎屑

4回，2cc／kg隔日2回，4cc／kg　1回何れも全量

4cc／kgの3群に分け，最後の注射より何れも24時間’

後に骨髄，血液，肝臓を無菌的に採取，1の2たおけ

ると同様の方法によりこれらの抗菌力は普通寒天培地

における：黄色葡萄球菌（P．209）の発生集落数対照比

より検した．
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　　　実験家兎　No．48体重2，0kg
骨髄トキシン1cc／kg連続4回注射したるもの

　
2
　
3
　
4
櫓
　
5
　
6

　
　
　
　
　
　
の
ご

2
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

242

264

328

340

376

416

480

血　　清

78

160

172

184

204

278

292

肝臓乳剤

368

342

548

442

381

403

460

対劇 549 420 441

対照此樽漏斗繋欝数）

骨髄乳剤

血　　清

肝臓乳剤

2

0．441

0．186

0．834

22

0．481

0．381

23 24 2 26 27

0．7761．3241．0020．8640．9141．052

瀦：翻：翻：1濃鵬

　　　　　［　l　　　　　　　　　　I

　　　　　［　　　I　　　I

　　　実験家兎　No．49体重2．Okg
骨髄トキシン1cc／kg連続4回注射したるもの
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2 26
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　　　実験家兎No．50体重2．Okg

骨髄トキシン1cc／kg連続4回注射したる場合

　
2
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4
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対照比
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血　　清

肝臓乳剤

2
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0．245
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1：灘霧鵬
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・．6g／1．・・91．・34

骨髄トキシン1cc／kg連続毎日4回注射した

る場合の家兎骨髄，血清，肝臓の抗菌力に関

する対照比平均値

（対照此を以て抗菌力判定の指標とす）
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血　　清

肝臓乳剤

2 22 23 24 2講 ｝26 27
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　　　実験家兎　No．45体重2．Okg

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射によるもの
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対照此（二二犠高山
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　　@実験家兎　No♂46　体重「2；Okg　

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射したる場合

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射したる
場合の家兎骨髄，血清，肝臓の抗菌力に関す

る対照此平均値

（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）
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　　実験家兎　No．52体重1．9kg
骨髄トキシン4cc／kg　1回注射したる場合
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　　　実験家兎No．47体重1．9kg
骨髄トキシン2ρc／kg隔日2回注射したる場合

骨髄乳剤 血　　清 肝臓乳剤

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）

　
2
　
3
　
4
「
　
行
　
6
　
帥
‘

2
2
2
ワ
一
2
2
一
2

173

184

228

258

238

380

406

23

115

103

107

176

143

250

骨髄乳剤

血　　清

肝臓乳剤

2 22

0．4930．575

0．1820．198

0．7200．827

23 24 25 26

δ．68610．70910．6830．鴎3

　　【　　1
0。2980．5360．5860，494
　　1　　1
0．9900．9810．8520，923
　　1　　　1

り
’2

390

412

452

432

502

634

612

対，照1 334 332 578

対二二

2 22 23 24　　25

六二乳親翻：翻：lll脇

騰L剤・．674！α7121・．78・1・．747

26

1．041

0．735

0．981

0．712

0．530

0．868

27

1．1371．215

0．4300．753

1．1031．043

　　実験家兎　No．53体重2。Okg
骨髄トキシン4cc／kg　1回注射したる場合
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対照比

2

骨髄乳剤10．462

血　　清0．162

肝臓乳剤10．763

22

0．576

0．177

0．796

23 24

0．6320．634

0．3350．568

0．9440．940

52 26 27

　　　　　「
0．7820．7210．942
。．584。．554｝。．714

1．0191．10511．033

　　　　　1

　　実験家兎　No．51体重2．Okg
骨髄トキシン4cc／kg　1回注射したる場合

骨髄トキシン4cc／kg　1回注射したる場合
における家兎骨髄，血清ならびに肝臓乳剤の

抗菌力に関する対照比平均値
（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

2 22

斗酒乳剤10．4720．551
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　3）小　　括

　前節において骨髄トキシンは注射量が大量となるに

従って骨髄抗菌力も低下することを知ったが，本節で

は同様大量即ち総量4cc／kgとなし，唯注射方法を

1cc／kg連続毎日4回，　2cc／kg　F扇日2回，　4cc／kg

1回の3群に分けてその抗菌力の変化を検した．

（対照比を以って抗菌力判定の指標とす）

　骨髄に関してはグラフ第5図に見られる如く3群と

も対照（正常家兎骨髄）に比較して著明なる抗菌力の

低下を現わしている．しかしこの3陰間には下表に示

す如く大なる差異は見られなかったが強いていえば，

2cc／kg　2回群が最もこの内で抗菌力低下を示し，

1cc／kg　4回群がこれに次ぐ低下を示した（下表及び

第5図グラフ参照）．

　この際の血清抗菌力に関してはグラフ第6図に見ら

れる如く3群とも稀釈濃度大なる（2～23倍）範囲で対

照に比し抗菌力低下が見られ，また1cc／kg連続4

回，4cc／kg　1回群では稀釈濃度小なる（25～27倍）

範囲で軽度の上昇を示した．しかしながら全般的に見

て骨髄の場合の如き著しき変動は見られなかった．

　肝臓においては2cc／kg　2回注射がやや木規則な

る傾向をグラフ第7図に示しているが，4cc／kg．1

回目1cc／kg　4回の両群は軽度の抗菌力低下が見ら

れた．

　これを要するに注射方法の差異によりては骨髄抗菌

力に著しい差は見られなかったが強いていえば2cc／

kg　2回注射群が他の4cc／kg　1回，1cc／kg　4回注

射群に比し軽度の抗菌力低下が見られた．この際の血

清，肝臓抗菌力には特異なる変化はなかった．
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第5図　骨髄トキシン注射方法の差異に

　　　よる家兎骨髄抗菌力の変動
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Cトー一〇2cc　／kg
△一一一一一7岱4cc　！kg

1．0

0．9
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0．6
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0．4

0．3

0．2

0．1

第7図　骨髄トキシン注射方法の差異に

　　　よる家兎肝臓抗菌力の変動

2 2 2 2 2 2 2

r一一一｛〕対　照
0一一一一一〇lcc　／kg　4回
σ一一一一一〇2cc　／kg　2回

き一一一一一△4cc／kg　1回

2　　　　　　22　　　　　23　　　　　24　　　　　25　　　　　26　　　　　27

1ゐ

・0．9

一〇．8

む，7

第6図　骨髄トキシン注射方法の差異に

　　　よる家兎血清抗菌力の変動
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0．4

”0．3

0．2

0．1

　6．骨髄トキシン注射に依る家兎骨髄，血清抗菌力

の時間的経過における変化について

　1）実験材料並びに実験方法

　骨髄トキシンを2ccm／kg隔日2回全量4ccm／kg

を家兎の耳静脈より注射後最初の注射より60時間，3

日，5日，1週，2週，3週，5週，7週の各時期に

おける家兎骨髄及び血清の抗菌力を見る．

　1の2におけると同様の方法にて黄色葡萄球菌（P．

209）の普通寒天培地における発生集落数対照比より

検した．

ローコ対　照①一一一一一⑱lcc　／kg　4回

σ一一一一℃2cc　／kg　2回
△一一一一一△4Cc・ノkg　1回

2 22 2 24　　　25　　　25　　　27

　　　実験家兎　No．12　体重2．Okg

最初のトキシン注射より60時間目におけるもの

　
2
3
4
5
6
7

2
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

142

148

206

218

244

284

262

血 清

60

111

205

200

198

250

281

　　　　　　
対　照1 296 290
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対照比（各晶晶高高高

骨髄乳剤

血　　清

2 22 23

0．480b．50010．696

　　［　1
0・207｝0・383ρ・707

24 り
臼 26 72

0．7361・．824；・．959・．885

・．68gi・．683｝・．862・．969

　　　　実験家兎　No．13体重1．9kg
最初の骨髄トキシン注射より60時間目におけるもの

　
2
3
4
5
6
ア

ワ
ー
2
2
9
臼
9
一
2
脚
2

骨髄乳剤

64

44

66

72

88

138

136

血 清

　8

23

61

112

156

141

202

対照1 180 227

対照白

骨髄乳剤

血、　清

2

0．356

0．031

22 23 24 2履 26 27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：1設1：：：；／：lrr：：ll：1課1：1：6

　　　　実験家兎　No．15体重2．Okg
最初の骨髄トキシン注射より60時間目におけるもの

　
　
3
　
4
4
　
5
　
6
　
7

　
2
2
ワ
鮒
2
ワ
一
2
9
臼
2
闘

骨髄乳剤

Q
V
R
u
1
8
ー
ム
O
F
O

2
2
3
5
4
7
7

血 清

4
2
0
2
n
δ
7
・
－
占

¶
⊥
2
3
4
4
只
V
2

　
　
　
　
　
　
1

対剛 98 134

対二二

2 22

欝髄乳羅1惚

23 24

　　10．3160．592
　　1
0．2240．313
　　「

52 26

0．4180．714

0・32010・649

72

0．765

0．903

野

骨髄トキシン・2cc／kg隔日2回注射による家兎
骨髄乳剤及び血清の抗菌力に関する対照比平均値

　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

　60時間目

骨髄乳剤

血　　清

2

0．377

0．147

22

0．357

0．216

23 2｛ 25 26 27

　　　
0．4590．576

0．4　　0．487

：：翻：二丁：

　　　実験家兎　No，16体重2．Okg
最初の骨髄トキシン注射より3北目におけるもの

　
2
　
3
　
』
．
　
5
　
6
　
鱒
’

2
2
2
2
ワ
臼
2
2

骨髄乳剤

60

68

114

132

142

140

148

血 清

38

34

49

83

67

121

145

対　　照 142 141

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）

2

骨髄乳剤

血　　清

0．423

0．268

22 23 24

0．47810．800b．929

。．2411。．3471。．588

　　1　　　1

25

1．0・

0，475

26 27

0．98511．005

　　1
0．8581．028
　　1

　　　実験家兎　No．17体重2．Okg
最初の骨髄トキシン注射より3日目におけるもの

勲潔
　
2
　
3
　
4
弓
　
ド
0
　
6
　
7
。

ワ
臼
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

29

34

46

44

72

116

110

血 清

1
8
2
3
7
1
0

2
ー
ム
3
4
ρ
0
8
ワ
・対則 132 126

対照比

耳
飾

乳髄
骨
血

2 22

　　　
0．2190．257

0．1160，142
　　1

23

0．348

0．254

24 25 26 72

　　1　　　　1　　　　1
0，3330．5450．8780．733
　　　　　［　1　　1
0，3410，5310．6420，555
　　1　　　i　　　I
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　　　実験家兎　No．19　体重1．9kg

最初の骨髄トキシン注射より3日目おけるもの
対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）

　
2
3
4
5
6
7

9
臼
9
臼
9
臼
ウ
臼
9
臼
9
臼
9
臼

骨髄乳剤

42

66

72

68

130

108

138

血 清

6
Q
り
－
凸
7
・
3
0
4

2
2
Q
り
4
ρ
り
Q
σ
8

対則一 108 102

2 22 23 24 25 26 27

骨髄乳剤10。36510．43810．46210．75dO．80810，71210．769

血清・．・781α157i・．353！・．412iα6・81・．5・gl．941

　　　実験家兎　No．21体重1．9kg
最初の骨髄トキシン注射より5日目におけるもの

対照比

骨髄乳剤

血　　清

2

783
の

0

452
　

0

22

0，611

0．284

23 24 25

o．6660．62911．203

0・339【0・4670・617

26

O
O

1

288
　

0

27

1，241

0。823

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射したる場合
における家兎骨髄並びに血清の抗菌力に関する

　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

　3日目

　
2
3
4
5
6
7

2
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

40

42

49

64

72

96

121

血 清

14

26

32

56

74

84

118

対則 140 136

対照比

骨髄乳剤

血　　清

2 22 23 24 25

0．343b．4480．60410．6300．916

　　1　　1
0・22glO・2380・31510・46510・541

26 27

　　10．9540．993
　　1
0．7940．882
　　1

骨髄乳剤

血　　清

2 22

0．28510．3

0・10210・191

23 24 25

　　　　　　
0．35　0．4570．51
a2351・．4111q544

26 27

0．685「0．864

・．61・｝a868

　骨髄トキシン注射後60時置後においては骨髄抗菌力

既に低下を示しているが＄日目には更に一層の低下が

見られた．

　この際の血清抗菌力も60時間後に低下を示したが3

日目には抗菌力の低下が軽度に恢復を示した．しかし

この変化の程度は骨髄に比し軽度である．

　　　　実験家兎　No．20　体重2・Qkg
　最初の骨髄トキシン注射より5日目におけるもの

〉轡
稀釈倍数＼

　
2
3
4
5
6
7

2
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

8
2
8
8
4
4
0

3
4
4
7
曜
8
7
・
8

血 清

只
）
ハ
0
ハ
0
2
2
2
6

　
1
⊥
6
0
4
ρ
0
5
Q
V

　　　実験家兎　No．22　体重2．Okg
最初の骨髄トキシン注射より5日目におけるもの

＼集落数
稀釈工臨＼

対　　照 104

　
2
　
3
　
4
弓
　
5
　
6
　
片
‘

2
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

ρ
0
0
2
3
5
6
4

3
4
4
ρ
0
7
8
只
）
Q
V

血 清

102

6
4
0
8
2
ハ
0
8

1
↓
ワ
臼
4
Q
U
7
8
ハ
り
Q
V

対則 120 121

対照比

2

　　　　　骨骨道季L剤　0．3

血清1・．131

22 23 24 25 26 27

0．33310．36610．525b．616

q1931・．33・1・．314！α595

0．716’
O．783

　　1
0．5450．809
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骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射に依る家兎
骨髄乳剤及び血清の抗菌力に関する対照比平均値

　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

　5日目

骨髄乳剤

血　清

2

0．316

0．104

22 23 24

　　l　　　l
O．3570．3920．575
　　　　　1
0．1620．3060．379
　　1　　　1

52 26

　　　0．6440．704
　　1
0．5620．554
　　1

27

0．805’

0．873

　　　実験家兎　No．23体重2．4kg
：最初の骨髄トキシン注射より1週目におけるもの

　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
卿
‘

9
召
ワ
一
9
個
9
一
2
ワ
一
2

骨髄乳剤

6
6
3
9
4
0
8

6
δ
5
企
U
7
q
り
9
ワ
願

血 清

8
A
U
－
凸
ハ
リ
8
ハ
0
ρ
0

ー
ム
ウ
一
3
4
凸
一
b
7
・
7
・対馴 101 100

対照比（面恥藩叢繊細’

2

　　　　　震髄乳郡1：1

22 23 24 52 26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
0．5540．6270．7820．9300．891
・．2・・1・．3・i・．4・・1α58・！・．76・

”
‘2

0．772

10，760

　　　実験家兎　No．24体重1，9kg、
最初の骨髄トキシン注射より1週目におけるもの

＼集落数
稀釈倍嬢＼、

　
2
　
3
　
4
」
　
5
　
6
　
帰
‘

2
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

50

54

59

164

204

212

260

血 清

32

50

68

96

164

200

228

対　則 224 216

対照比

＼隅2 22 23 24 一
の2 26 卿

’2

骨髄乳剤

血　　清

　　　　　1　　　［　　　I　　　l　　　
0．2230，2410．2640．7410．9100．9461．15
　　　　　　　1　1　1　1　　1　1
0・14810・231ρ・314ρ・44glO・75glO・9251・055

野

　　　実験家兎　No．26　体重2．3kg
最初の骨髄トキシン注射より1週目におけるもの

　
2
　
3
　
4
4
　
5
　
6
　
扉
‘

2
ワ
倒
ワ
一
2
ワ
鰯
2
2

骨髄乳剤

49

30

54

71

98

128

165

血 清

23

46

66

85

96

123

131

対照1 181 180

対照比

2 22 23

骨髄劉・・27・i・・165i・・29

血清iO・12710・25510・366

24 25

0．39　0．54

0．4720．533

26 27

　　　
澱：見7

　　1

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射による家兎
骨髄乳剤及び血清の抗菌力に関する対照比平均値
　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

　1週目

骨髄乳剤

血　　清

2 22 23 24 25 26 27

0．2831 O．32010．39310．68710．79310．84810．944

　　1　1　1　1　1　1
0．1510．2280．3300．4400，6240．7890，847
　　、　　　【　　　I　　i　　　l　　　I

　　　実験家兎　No．27　体重3．Okg

最初の骨髄キシン注射より2週目におけるもの

＼響数
稀釈倍数＼

　
　
3
　
4
一
　
一
〇
　
6
　
曽
’

　
22
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

42

66

82

103

210

212

246

血 清

27

73

82

184

172

178

208・

対則 234 224

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）

2 22 23 24

塾長：霧：：：：1榴

2謬 26

　　　
o’897 P0●959

0．76710．794

72

1，005

10．928
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　　　実験家兎　：No．28体重1．8kg
最：初の骨髄トキシン注射より2週目におけるもの

　
2
34

5
　
67

2
2
2
ワ
】
9
一
2
2

骨髄乳剤

17

48

21

62

71

102

114

血 清

27

30

27

56

61

74

102

対　則 122 117

対照比

2 ‘22 23 24 25 26 27

　　　実験家兎　No．29　体重2，7kg
最初の骨髄トキシン注射より3週目におけるもの

森潔
　
0
臼
　
3
　
4
●
　
汚
　
6
　
牌
‘

2
2
ワ
U
9
一
2
ワ
飼
2

骨髄乳剤

　8

10

11

32

50

66

128

血 清

19

26

53

79

108

101

126

響閣1：翻：1；：ll：翻：翻：器：1：：ll

対　則 154 153

　　　実寸家兎　No．29体重1．9kg
最初の骨髄トキシン注射より2週目におけるもの

骨髄乳剤 血 清

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）

25

36

42

81

92

120

131

2 22

　
2
　
3
　
4
＾
　
5
　
6
　
卿
‘

2
2
ワ
一
2
ワ
U
9
】
9
日

23 24 が 26 27

36

29

32

58’

63

94

106

対馴 140 138

対照比

22 23　　24 52 26 27

屠髄乳剤b．05110．06510．07110．208！0．32410．42810．805

血清・．1241．169｝q346！a5・61．7・61・．66・1．823

骨髄乳剤

一血　　清

2

　　l　　　l
O●178 P0●25710●3

0．26　10℃21010．231

0．58810．650b．857

。．43・1・．449！・．728
0．936

0．821

　　　実験家兎　No．30　体重2．Okg
：最初の骨髄トキシン注射より3週目におけるもの

　
2
3
4
一
3
9
6
7

2
2
2
2
2
2
ワ
臼

骨髄乳剤

28

38

48

55

141

153

152

血 清

22

31

66

93

124

138

124

対劇 192 196

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射による家兎
骨髄乳剤及び血清の抗菌力に関する対照比平均値
　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

　2週目

＼懲 2 22 23 24 P25

骨髄乳剤b。16510．311b．27510．51ゴ0∵706

　　　　　　　1　　　　　1
血　清0．203ρ．29710．2610．5760．579

26 27

　　　
0．8840．958
　　1
0．7180．873
　　1

対照比

2

七重綿釜

22 23 24 52 26 27

1：翻：1：6欄il：1：lll：；：ll：：1：：

　　l　　　l　　　I　　　l　　　l
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　　　実験家兎　No．31体重2．1kg
最初の骨髄トキシン注射より3週目におけるもの

2
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7

骨髄乳剤

19

26

32

40

64

91

140

血 清

23

19

58

76

101

112

162

対則 162 160

対照比

2 22 23 24 52 26 27

骨髄乳剤0．117奄n」6010．19710’24710●395iO’5540・864

血清0．14610．11810．36210．47510．63110．701．012

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射による家兎
骨髄乳剤及び血清の抗菌力に関する対照比平均値

　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

　3週目

2 22

骨髄乳剤10．103b．141

血清iqi271．148

23 2｛ 匪悸 27

　　I　　　l
O．1720．2290．484
・．348！a488！・．656

　　10．5930．853
・．688｝・．822

　　　実験家兎　No．32体重1．8kg
最初の骨髄トキシン注射より5週目におけるもの

2
2
2
2
3
2
4
が
2
6
2
7

骨髄乳剤

10

　9

19

16

46

128

182

血 清

11

14

65

94

112

154

204

対則 220 242

対照比（各稀釈倍数における集落数　対照における集落数）

＼聾｝2 22 23 24 25 26 27

骨髄乳剤10．04510．040

血清1．。451．・57

ρ．08610．07ゴ0．2060．57210．827

・．264i・．3881．4621．636！住842

野

　　　実験家兎　No．33体重1．7kg
最初の骨髄トキシン注射より5週目におけるもの

2
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7

骨髄乳剤

22

20

37

30

72

98

176

血 清

12

59

98

88

103

136

156

対劇 182 183

対照比

2 22 23 24 25 26 27

響／躍／：：1：鵬i翻翻：1：；

　　　実験家兎　No．34体重2．Okg
最初の骨髄トキシン注射より5週目おけるもの

2
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7

骨髄乳剤

12

　9

31

25

69

82

131

血 清

　8

12

36

68

89

92

108

対劇 134 124

対照撃

髄骨乳剤

血　　清

2 22 23 24 25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
0．0890．0670．2310．1860．518

　　1　1　i　i
O・06410・09610・290、0・548、0・717

26　　27

0，61110ご977

　　1
0．7410‘870
　　1

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射による家兎
骨髄乳剤及び血清の抗菌力に関する対照比平均値
　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

　5週目

＼騰 2 22
2・12・

25 22

窟響羅1：膿ll瀦麗

27

0．920

0，854



抗家兎骨髄血清の作用 495

　骨髄トキシン注射後3日目に最高度に低下したる骨

髄抗菌力は以後漸次恢復し，3週目には逆に対照より

抗菌力上昇5週目においてその上昇が最高度となっ

た．

　この際の血清抗菌力（5週目）は殆んど対照に近い

値を示し著しい変動は見られなかった．

　　　実験家兎　No．35体重2．4kg
最初の骨髄トキシン注射より7週目におけるもの

　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
り
’

2
9
臼
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

35

52

68

79

106

128

184

血 清

12

34

76

110

118

140

169

　　　実験家兎　No．37体重2．Okg
最初の骨髄トキシン注射より7週目におけるもの

　
2
　
3
　
4
4
　
5
　
6
　
7

2
2
2
2
2
2
2

骨髄乳剤

対　則

40

60

80

92

126

136

192

血 清

194 220

対照比興蕪諜罐離落数）

16

44

68

102

110

161

179

対照1 216 210

対照比

＼羅文2
　　　＼

22　　23 24 25 26 阿
’2

骨髄乳剤

血　　清

0．18510．277iO．37010．42510．58610．611

a・76！・．2・giα3231・．4851・．523i・．766
0．886

0．852

2 22 23 24

骨髄十目b．18010．26810．350！0．407

血清・．・541・．154！・．3451・．5

2瓢

0．546

0．536

26 27

　　　
0．6590．948
　　1
0．6260．767
　　｝

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射による家
兎骨髄及び血清の抗菌力に関する対照比平均値

（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

7週目

骨髄乳剤

血　　清

2 22 23 24 52

0．182「 O．272b．3600．41610．566

・．・65！・．・811・．334・．4921．529

26 27

　　　
0．635D．914
　　1
0．6930．809
　　1

　3）小　　括

　骨髄トキシン2回注射の第1回の注射後60時間，3

日，5日，1週，2週，3週，5週，7週の各時期に

亘り家兎骨髄及び血清の抗菌力につき検討したが，骨

髄乳剤においてはグラフ第8図に示せる如く60時間目

において既に抗菌力の低下を示し，3日目には更に一

層抗菌力低下しこの時期に最高度となり，5日目には

3日目に比較すると抗菌力の低下幾分恢復し以後時間

上
昇

↑
一
：

の経過と共に次第に対照（正常家兎）に近づき特に2

週目では殆んど対照と同程度まで恢復している．3週

目になると今度は逆に対照よりその抗菌力は上昇を示

し，5週目になると上昇度は最高度となり後再び低下

し始め対照に近づく．これらの変化を一曲線に現わし

てみると下図の如くなる．

　この際における家兎血清の抗菌力の変化を見ると骨

　　　　　　　　髄トキシン注射後60時間には既に抗

　　　　　　　　菌力の低下が見られ，3日後には正

　　　　　　　　常に近く恢復するがなお抗菌力の低

　　　　　　　　下が存した，5日目になると逆に対

　　　　　　　　照（正常）より抗菌力上昇し最強度

低160時悶　　　6日
下層

5日　　　　1週　　　　2週 乙週 5週 7週
となり以後再び低下す．1週，2週

目には前の3日目と同程度に対照よ

りも低下している．その後漸次正常

家兎血清の抗菌力に近づき5週，7

週では殆んど正常値に帰った．
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第8図　骨髄トキシン注射による家兎骨

　　　髄の時間的差異における変動

　　／ρ
　，！’’”

．．4「

乙週

　2　　　　　　22　　　　　23’　　　　2‘　　　　　23　　　　　26　　　　　27

第9図　骨髄トキシン注射による家兎血

　　　清の時間的差異における変動

2　r　　　　　22　　　　　　23　　　　　　24　　　　　　25　　　　　　26　　　　　　27

野

5週 7週

　しかしてこの変化の程度度は骨髄

抗菌力の変化に比較すると軽度な
り．

　以上の変化はグラフ第9図に示さ

れているがこれを一曲線に現わすと左図の如くなる．

　7．肝臓トキシン（抗家兎肝臓血清）注射における家

兎骨髄，血清並びに肝臓抗菌力に及ぼす影響について

　1）肝臓トキシン（抗家兎肝臓血清）の製法

　肝臓採取家兎は生後5カ月の正常家兎で体重2．Okg

内外のものを，また，抗血清採取海瞑は体重500gの

ものを使用した．

　1におけると同様の方法にて肝臓を採取，2倍量の

滅菌生理的食塩水を加え乳剤を作製す．これを海瞑の

腹腔内に4日間隔にて3回注入，1回量海瞑体重1kg

につき家兎肝臓2．Ogの割合とす．　最後の注入より

8日目に海瞑の心臓穿刺により全採血を行ない血清を

分離，56。C　30分加熱非動性となし24時間以上氷室に

保存後使用した．

　以上の操作はすべて無菌的に行なう．

　腹腔内乳剤注入により海門は食慾減退しまた下痢の

ため死亡するものがあった．

　2）実験材料並びに方法

　家兎は生後5カ月の体重2．Okg内外のものを使用

す．肝臓トキシンは家兎の耳静脈より2cc／kg隔日

2回全量4cc／kg注射す．

　3）実験成績

実験家兎　No．56体重2．1kg

廓謙
　
2
3
4
一
8
3
6
7

9
日
2
鯛
ワ
一
2
2
2
2
一

骨髄乳剤

44

49

74

82

160

264

293

血　　清

41

67

131

153

188

208

296

肝臓乳剤

412

341

346

328

391

337

402

対則 358 352 391

対照比（各鱗難畿繕凝数1

2

骨髄乳剤

血

肝臓乳剤

　0，122
清10．116

　1，054

22 23 24

　　l　　　l
O．1370．2060，229
。．19。1。．3721。．432

・．8721・．8851・．839

25 26 27

　　　
0．4460智7370．818
0．534［0．5900．841

　　「
1．0000．8621．028
　　1
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　実験家兎　No．57体重1．9kg
肝臓トキシン2cc／kg隔日2回全量
4cc／kg注射した場合

肝臓トキシン2cc／kg隔日2回全量4cc／mkg
注射したる場合の家兎肝臓，血清，骨髄の抗菌力

に関する対照比平均値
　（対照比を以て抗菌力判定の指標とす）

’謙
　
　
3
一
4
凸
　
5
｝
　
6
　
”
‘

　
2
9
臼
2
2
9
召
ワ
一
9
9
2

骨髄乳剤

37

43

54

77

87

248

271

血　　清

38

64

122

146

186

206

296

肝臓乳剤

521

456

329

339

316

276

320

対則 313 321 328

対照比

2 22

骨髄乳剤1

血　　清

肝臓乳剤

2 22

0．118io、137

0．1150．199

1．5881．390

23　　24 25

23

0．1490．1670．187

鑑：lllll：錐l

　　　　　I

骨髄乳剤

血　　清

肝臓乳剤

0．172

0．380

1．003

24 2錫 26

0．28210．424

0．37810．462

　　1
0．9300．931
　　1

0．754

0．511

0，873

72

0．839

0．794

0．997

0．246

0．454

1．034

0．277

0．579

0．963

26 27

0．7960．865

0．6230．922

0・84210・976

　実験家兎　No．58体重1．9kg
肝臓トキシン2cc／kg注射したる場合

　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
ア

ワ
ー
2
2
2
9
9
2
2

骨髄乳剤

82

89

74

146

215

286

326

血　　清

17

29

66

77

84

99

190

肝臓乳剤

363

340

323

332

323

333

358

対照1 391 307 362

対照比

骨髄乳紅

血　　清

肝臓乳剤

2 22

　　10．2090。228
。．。5510．。94

1．0010．92

23 24 25 26 27

0．184b．37310．54910．731
　　　　　　　　　　0．834。．2、5。．25。。．273i。．322

　　　　　　　　　　0．619
・．89・．917・．89・．9・gl・．988

　4）総　　括

　肝臓トキシン（抗肝臓血清）に関する研究は1900年

Delezenneに始まり，1904年にはBierry　et　Petit，

Bierry　et　Mayerの腎臓毒及び肝臓毒に関する報告

がなされている．しかして肝臓における組織学的変化

として充血脂肪変性，空胞変性，賦払変性並びに胆

毛細管の拡張が見’られたと報告している，Doyon　et

Petyeanは肝臓毒の注射により“フィブリノーゲン”

の減少，血液凝固の遅延を見たといっている．

　我が国でも佐多，藤本，野田，谷野の研究業績があ

り，桜林は血中尿素アンモンの如何に変動するかにつ

き，また横森は食餌性過血糖が注射後2週目に増大ま

たは遅延することと“アドレナリン”過血糖に大なる

変動は認めず，尿素形成，減少，安門増加等を見たと

いっている．

　本節において対照実験の1つとして肝臓トキシン注

射の際の骨髄乳剤の抗菌力，血清，肝臓乳剤の抗菌力

につき検討したが，グラフ第10図に見る如く稀釈濃度

大なる（2～23倍）の範囲ではその抗菌力は対照と比

較し殆んど差異は見られないが濃度小なる範囲（24～

27倍）では抗菌力が反って増強している．

　血清抗菌力の変化を見るに，同じく稀釈濃度大なる

範囲（2～23倍）で対照に比し殆んど変動は存しないが

稀釈濃度小なる範囲（24～27倍）で抗菌力の上昇を現

わしている．これら抗菌力の上昇は肝臓トキシンによ

り何れも刺戟状態となりその機能充進を示しているも

のと考えられる．

　一方肝臓乳剤においては抗菌力著明に減少を示し，

特に稀釈濃度大なる（2～2a倍）範囲では肝臓の抗菌力

は殆んど消失し，黄色葡萄球菌の生理的食塩水浮遊液

（対照）を以て普通寒天培地に培養したものに比し反っ

て集落数の増加が見られた．

　以上肝臓トキシン注射の場合の骨髄，血清，肝臓抗

菌力の変化を述べたが，これを骨髄トキシン注射の場

合に比較すると下表の如くになる．
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骨
髄
乳
剤

血

清

肝
臓
乳
剤

＼一＿騨倍数
　　　　　　　　＼＿

対　　　　照　（正　　常）

骨髄トキシン　　2cc／kg

肝臓トキシン　　2cc／kg

対　　　　照　（正　　常）

骨髄〔トキシン　　2cc／kg

肝臓トキシン　　2cc／kg

対　　　　照　（正　　常）

骨髄トキシン　　2cc／kg

肝臓トキシン　　2cc／kg

2

0．114

0．466

0．149

6
δ
Q
ゾ
0

3
0
1
」

0
¶
1
噌
1

（
U
O
O
0，697

0．665

1．214

22

0．188

0．540

0．167

0．084

0．202

0，161

0．721

0．717

1．061

23

0．227

0．693

0．187

0．308

0．377

0．322

0．873

0．751

0．926

24

0．535

0．758

0．282

0．443

0．474

0．378

0．871

0．858

0．930

25

0．668

0．925

0．424

0．652

0．646

0．462

0．925

0．915

0．931

26

0，846

0．996

0．754

0．808

0．846

0．511

0．933

0．969

0．873

27

1．091

1．055

0．839

0．868

0．943

0．794

0．989

1．005

0．997

LO

0，9

0．8

0．7

0，6

0．5

0．4

0．3

0，2

0．1

第10図　肝臓トキシン注射による家兎

　　骨髄，血清，肝臓抗菌力の変動
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皿　総括並びに考察

　Zytotoxinに関する幾多の実験業績によると，動物

体を構成する各種臓器並びに組織を形成する蛋白質は

各々個有の性質を有するものと考えられ，今一臓器或

いは同部が挫傷されこの蛋白が血中に入るか，または

非経ロ的に組織蛋白を投与しこれが吸収され，血中に

入りたる場合一種の侵入物なるにより抗体が生体内に

産生されるに至る．この抗体は比較的特異的に再び同

種の臓器或いは組織に作用を及ぼし，これに刺戟的に

或いは障碍的に作用し，組織学的にも退行変性を起さ

しめることを実験的に説明している．

　しかして各種臓器毒につき更に考案を試みるに肝臓

毒に関しては1900年Delengenneは肝臓に急性壊死

の発生を見たといい，この内比較的長く生存したもの

では高度の脂肪変性或いは急性黄色肝萎縮症と似たる

所見を呈したといっている．

　Bierry及びMagerは肝臓，腎臓をその儘の形で

なく，これより作ったNucleoproteidを抗元として

Nephrotoxin，　Hepatotoxinを作製し，これを犬の腹

腔内に注射し作用を見ている．また逆にWaltmann

は各種のZytotoxinに関し実験しているが，各Zyto・

toxinには臓器特異性が存しないといっている．

　Nephrotoxinに関してはLindeman，　Bierry，

Halconの実験あり，門側の腎実質に打撲をあたえる

と蕾にその側の腎臓のみならず他側の腎臓にも炎症，

出血，硬化の変化が起ることを述べ，自家腎臓毒の存

在を主張している．

　その他の臓器毒に関するものとして胃細胞毒，膵臓

毒の研究あり，葡萄膜に諭するものとしては中村氏の

交感性眼炎あり．また若山氏は筋毒素により筋肉が特

異的に障碍され本来の抗菌力に低下を来たすことを実

験的に証明している．

　骨髄細胞毒素に関する報告はやや少なくSulliの赤

血球並びに巨核細胞に退行変性を来たす報告，Flex・

nerは骨髄穎粒細胞，巨核細胞，有核赤血球の増加を

認めている．Berezinaは海狽の脾臓骨髄でZyto・

toxinを作製し，これを注射後大腸菌を以て免疫，あ

る時は対照に比し凝集素の産生甚だしく劣り，時とし

て全く産生を見ざるものもあるにより造血臓器と凝集

素産生との間に密接なる関係のあることを認め，てい

る．
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　本実験においては骨髄トキシン（Zytotoxin）が骨

髄の有する本来の抗菌力に如何なる影響を与えるか，

またその際の血清，肝臓の抗菌力の変化をも検討し

た．

　更に対照実験として正常海狽血清，肝臓トキシン

（Zytotoxin）注射の場合も比較検：回した．

　以上の各実験成績につき見るに，骨髄トキシン注射

により家兎骨髄は何れもその本来の有する抗菌力に低

下を来たすことを示し，またその場合に血清並びに肝

臓の抗菌力もまた軽度の低下を現わしている．しかし

ながらその変動の程度は骨髄に較べて軽度であった．

即ち骨髄トキシンは骨髄に特異的に作用を及ぼすこと

を示した．

　しかして骨髄トキシンの量的な差異，注射により骨

髄抗菌力が如何に変化するかを見るにその量少なき場

合（1cc／kg）骨髄は刺戟状態となり反って対照に比

し抗菌力の上昇を来たすが注射量が増加（2．5cc／kg，

4cc／kg）するに従い本来のZytotoxinとしての作用

を現わし注射量に比例して抗菌力が低下した．

　更に骨髄抗菌力の低下に及ぼす要因として，注射総

量を一定となし注射方法を変えた場合即ち大量：（4cc

／kg）1回注射．中等量（2　cc／kg）2回，少量（1cc

∠kg）4回に分けて検するに，この3二間には抗菌力

低下の上に著しい差異は見られなかった．強いていえ

ば中等量（2cc／kg）2回注射群が他の2者に比較し

て軽度であるが抗菌力の低下が見られた．

　次に骨髄トキシン注射後の骨髄抗菌力の時間的経過

．における変化を見ると，最初の注射より3日目にその

抗菌力が最も低下し，以後漸次恢復に向い2週目には

正常骨髄抗菌力に近づき，3週目頃より逆に正常骨髄

抗菌力かりも上昇し5週目になるとその抗菌力ば最強

・度となり，以後再び低下し始め7週目にかけて殆んど

』正常骨髄抗菌力へと復帰を示した．

　この際の血清抗菌力の変動は骨髄抗菌力の変動に比

較すると軽度であった．60時間目に既に低下し3日目

にはこれが幾分恢復，5臼目には正常血清抗菌力より

上昇以後漸次正常血清抗菌力に近づいて行く経過を示

した．

　対照実験としては正常海狽血清注射と肝臓トキシン

注射に？き検したが，正常海牛血清注射では骨髄，肝

臓の抗菌力は殆んど変動を示さず，また血清において

も著しい変動はないが前2者に比較するとやや抗菌力

の低下が見られた．

　肝臓トキシン注射では肝臓抗菌力は著明に低下を示

し本来の抗菌力を殆んど消失す：る所見が見られた，こ

の際における骨髄，血清抗菌力は軽度に上昇を見，肝

臓トキシンにより刺戟状態となって抗菌力の増大せる

ことを示すものと考えられる．

　上述の各所見より骨髄トキシンは骨髄に特異的に作

用しその抗菌力を低下せしめることを明らかになし得

たが，これをZytotoxinの各種実験並びに諸説と相

まって考えるとき骨髄に化膿性炎症巣発生の場合にこ

れが屡々多発性に来ることに対して関連性を有するも

のと考えた．

IV　結 論

　骨髄トキシンを家兎に静注し家兎骨髄，血清並びに

肝臓の抗菌作用に及ぼす影響につき検査した．

　1）骨髄トキシン注射により骨髄は特異的に作用を

受けその一定量（2．5cc／kg）注射により抗菌力は著

明に低下せしめられた．しかるに骨髄トキシン注射に

よりて血清並びに肝臓の抗菌力は大なる影響を受けな

い．

　2）更に大量4cc／kgの骨髄トキシン注射では，

2．5cc／kg注射より一層骨髄抗菌力の低下が見られ

た．即ち骨髄トキシンの注射量に比例して骨髄抗菌力

の低下が見られた，

　3）　しかるに骨髄トキシン少量（1cc／kg）注射で

は骨髄に対し反って刺戟的に作用し，骨髄抗菌力を上

昇せしめた．

　4）骨髄トキシン注射総量を一定となし4cc／kg

1回，2cc／kg　2回，1cc／kg　4回の3群に注射方法

を変えたものでは3者間に著しい差異は抗菌力低下の

上に見られなかった．強いていえば2cc／kg　2回注

射の方法によるものが他の4cc／kg　1回，1cc／kg　4

回のものよりも抗菌力の低下が僅かに強かった．

　5）骨髄トキシン　2cc／kg　2回注射後の骨髄抗菌

力の変化を時間的経過においてこ．れを観察すると，60

時間後（第1回目の注射より）に既に抗菌力の低下を

示し3日目にこれが最低となり，以後恢復：に向い5週

目になると逆に抗菌力は対照より上昇を示し，この時

期に最高となった．以後再び下降して7週後には正常

骨髄抗菌力に復して行った．

　6）骨髄トキシン注射の各実験において該動物の血

清並びに肝臓抗菌力は骨髄の場合に見る如き著しい変

化はなかった．

　7）肝臓トキシン注射の場合には肝臓抗菌力は著明

に低下を来たしたが，骨髄並びに血清抗菌力には著し

き変化なきも軽度の抗菌力上昇が見られた．

　8）正常骨髄，血清並びに肝臓の何れも相当高度の

抗菌力を有するが，肝臓抗菌力は骨髄，血清抗菌力に

比較するとやや弱い．
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　9＞正常海狸血清を家兎に注射した場合の家兎骨

髄，血清並びに肝臓抗菌力につき見るに何れも著しい

変化は示さない．

　以上の各齎見より骨髄トキシンは骨髄に特異的に作

用を及ぼしその一定量注射ののものでは骨髄の有する

本来の抗菌力を低下せしめる作用が存することを認め

る．

亀

第2編　骨髄トキシン注射後黄色葡萄球菌静注による

　　　　　　家兎骨髄の紐菌沈着率について

　実験的に細菌を流血中に注入したる場合に細菌の辿

る運命に関してはWyssokowitrch以来幾多の報告

が：あり，その説も一定していないが一般に次の三つの

運命が考えられている．

　即ち第」に各種排泄性臓器より体外に排泄されるも

の，第二に流血中の喰菌作用並びに溶菌現象により或

いは脾臓，肝臓，淋巴腺その他の網状内被細胞系群に

より摂取処理されるものがあり，第三は腎臓肝臓，

脾臓並びに骨髄その他の臓器組織内に沈着（Ablager・

m9）するものがあるとされている．

　以上の第一並びに第三の場合において身体側或いは

細菌側の各種条件により化膿性炎症並びにこれに伴う

病変の発生が考えられる所である。

　私は第1編において骨髄トキシンをある一定量注入

ずることによって骨髄がその機能低下を来たし，従っ

て細菌に対する骨髄個有の抗菌力の低下を来たすこと

を実験的に検討した．

　本実験においてはこれに基づき骨髄トキシン注射後

黄色葡萄球菌浮遊液を家兎耳静脈内に注入し，上述の1

第三の場合に椙当したる骨髄内細菌沈着率が如何に影

響されるかを検討した．

1　実験材料並びに実験方法

　本実験には生後5カ月で体重2，0kg内外の家兎を

使用した，

　骨髄トキシンは第1編1に記述したると同様の方法

にて作製す．（抗骨髄血清を骨髄トキシンと称す．）

　細菌浮遊液としては菌カー定の黄色萄萄状球菌（P．

209）（斜面寒天24時間培養による）の6白金耳を滅菌

生理的食塩水6ccに浮遊す．

　骨髄トキシン（第1石工に記載）は家：兎耳静脈に

2cc／kg隔日2回注射し，最初の注射より．3日目に上

述菌浮遊液3白金耳（3cc＞更に対照動物にも3白金

耳（3cc）1注射し，これより24時聞，48時間，5日後

の各時期に骨髄を採取す．

　骨髄採取の場合家兎の総頸動脈を切断，毒血死に至

らしめ，この際の血液2ccを無菌的に採取し，その

後大腿骨，上謄骨，脛骨，尺骨の四長管状骨を面出

し各骨より骨髄を採取，骨別に秤量し2倍量の滅菌生

理的食塩水を加え“ホモゲナイザア”にて乳剤を作製

す．この乳剤を原液となし2本の試験管にて各々10

倍，50倍液になるように生理的食塩水にて稀釈す．

　上述の原液，10倍，50倍液より0．2ccずつ取り普

通寒天培養器に各々唱枚あて塗抹し24時間培養（37。

C）しその発生集落数を計算した．

　対照としては黄色葡萄球菌（P．209）のみ注射によ

る家兎骨髄も同様の方法にて採取し乳剤を作製，同じ

くこれを原液となじ10倍，50倍液を作り，これらの

0．2ccを普通寒天培地に塗抹しその発生集落数を計

算す．

　　　　　　実験動物集落数（骨別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　騙対照比を以て　しかして　　　　　　対照動物集落数（骨別）
骨髄内細菌沈着率判定の指標とす．

1［実　験　成　績

　1．骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射後黄葡色萄

球菌静注せるもの

　　　実験家兎　No．61　体重1．8kg

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回並びに菌浮遊液
注射後24時聞目における各骨髄培養集落数の比較

＼集落数
骨男『＼＼

大慈喧々髄

脛骨4髄
上騰骨々髄

帆此々二

野　液

71

123

82

63

10倍液

Q
U
ー
ム
9
0

嘘
ー
ウ
臼
　

－

50倍液

ρ
O
n
6
只
）
5

（血液培

養による
集落数
　　→0）

　　対照実験家兎No．62体重2．Okg
菌浮遊液のみ注射後24時高目における各骨髄

発生集落数

大腿骨々髄

脛骨々髄
上謄骨々髄

尺骨々髄

原液

9
一
b
8
2

F
O
4
7
・
ワ
膠

10倍液

4
ー
ム
3
Q
U

－
↓
¶
上
一
工
¶
⊥

50倍液

口
b
5
只
）
3

（血液→0）



抗家兎骨髄血清の作用 501

　　実験家兎　No．63体重1．9kg
骨髄トキシン2cc／kg隔日2回並びに菌浮
遊注射後24時間目のもの

大腿骨々髄

脛骨々髄
上脾書志髄

尺骨骨髄

原　液 10倍液

・・41

112

84

79

1
4
凸
（
6
1
占

2
Q
U
ー
ム
ー
ム

50燵腋

4
6
2
1

（血液→0）

　　対照実験家兎　No．64体重2．Okg
一菌浮遊液のみ注射後24時間目に紅けるもの

脛　骨

－
轟
2
　
3
4
　
6
7

6
6
　
慶
U
ハ
0
　
｛
b
ハ
O

q
α
　
α
α
　
0
，
α

N
N
N
N
N
N

動
感
動
動
動
動

実
対
実
対
実
対

原　液

2．733

1．513

2．263

10倍液

1．909

3．090

2．0

50倍液

1．6

：2．0

3．0

平均値12・169［2・・11122

討騨厩
大腿骨々髄　　　58

脛骨々髄　　　74
上蓋昏々髄　　　　　　　31
尺骨々副34

10倍液

8
1
6
P
O

　
1

50倍率

（血液→0）

　　実験家兎　No．66体重2，4kg
骨髄トキシン2CC／kg隔日2回並びに菌浮
遊注射後24時間目のもの

上縛骨

己
1
2
　
Q
U
4
　
ハ
0
7
・

6
弓
　
6
6
　
6
6

α
α
　
α
α
　
α
α

N
N
N
N
N
N

動
動
動
動
動
動

実
対
実
対
等
対

原液

1．051

2．709

1．676

10倍液

0．692

3．0

1．8

50倍液

1．0

2．0

4♂0

平均値1・・8・21・・831｝2・33

大腿骨々髄

脛骨々前
上骸骨々髄

尺骨十七

原液「1昌昌

Q
ゾ
6
7
0

4
晶
8
5
4
凸

噸
1
2
Q
ソ
6

1
占
9
臼
　
　
一

50倍液

3
6
4
1

（血液→0）

　、対照実験家兎　No．67体重2．3kg
菌浮遊液のみ注射後24時聞目におけるもの

尺　骨

－
▲
2
　
3
4
　
ハ
0
7
‘

6
ρ
0
　
ハ
0
6
　
ρ
0
6

0．

ｿ
　
α
q
　
α
α

N
N
N
N
N
N

響
動
響
動
運
動

唱
導
郎
君
実
丁

田　液

0．875

2．322

1．818

10倍半

0．769

2．2

2．0

50倍液

1．666

1．0

1．、0

平均値i・・671i1・6561・・222

＼騨
骨別　＼
大腿骨々髄

脛骨々瀬
上脾骨々髄

尺骨々髄星

原液11皓液

6
8
4
曜
2

2
り
0
3
2

4
噌
⊥
5
3

1
↓
，
¶
二

50倍液

0
2
1
謁
1

（血液→0）

　各骨髄の対照に対しての集落数比率及び
　その平均値　24時閥目

大腿骨

　　実験家兎　No．69体重1．8kg
骨髄トキシン2cc／kg隔日2画並びに菌浮
遊液注射後48時間目におけるもの

＼集落数
骨別＼

動
動
動
動
動
動

実
切
実
対
実
写

No．　61

No．62
No．63
No．64
No．　66
No．　67

大腿骨々髄

脛骨々凸髄

上騰骨4髄

尺骨々髄

帆　液、

92

112

86

78

10倍液

4
2
5
4

2
3
2
1

50倍液

ρ
0
ハ
O
n
δ
5

原　液

1．203

1．792

2．041

（血液・→0）

10倍液

0．928

2．628

0．785

50倍液

1．2

2．0

平均値11・67511・44611・6

　対照実験家兎　No．70　体重2．2kg

菌浮遊液のみ注射後48時間目におけるもの

大腿骨々髄

脛骨々口
上脾骨々髄

尺骨々髄

原　液

5
6
Q
ゾ
8

7
8
8
Q
U
3

10倍液

ハ
0
6
n
δ
4

1
⊥
1
ー
ユ

50倍液

噌
↓
2
1
凸
9
U

（血液→0）
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　　実験家兎　No．71体重2．Okg
骨髄トキシン2cc／kg隔日2回並びに菌浮

遊液注射後48時間目におけるもの

大腿骨二三

脛骨々髄
上弓骨々髄

尺骨々髄

原　液

F
O
6
7
・
7
・

6
ハ
り
4
n
δ

10倍液

7
‘
7
‘
3
3

1
一
工
¶
二

50倍液

3
」
4
2
1
占

（血液→0）

　対照実験家兎　No．76体重2・Okg
菌浮遊液のみ注射後48時間目におけるもの

大腿骨々旧

恩些々三
冠脾賑々髄

尺骨々髄

原　液

2
Q
V
Q
ゾ
2

ー
ム
ー
6
ワ
・

10倍液

4
Q
V
喉
⊥
Q
O

　
　
2
2

50倍液

1
1
∩
δ
2

　
　
　
1

（血液→0）

　対照実験家兎　No，72　体重2．Okg

菌浮遊液のみ注射後48時間目におけるもの

大腿骨々髄

脛骨亭亭
上司少々髄

尺骨々b髄

原　液

R
）
n
乙
8
6

n
δ
5
n
δ
2

10倍液

4
ρ
0
8
F
O

－
↓
ー
ユ

50倍液

2
ハ
づ
－
噌
⊥ （血液→0）

　　実験家兎　No．73　体重2．1kg

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回並びに菌浮
遊液注射後48時間目におけるもの

大腿骨二三

脛骨々二
上謄骨々髄

尺骨々広

原　液

312

414

402

336

10倍液

146

166

241

131

50倍液

8
1
5
9
臼
ハ
0

　
ウ
臼
4
1
▲

各骨髄の対照に対しての集落数比率

及びその平均値　48時間目

大腿骨

5
6
3
4
1
2
9
0

7
7
7
7
7
7
6
7

α
0
。
　
α
α
　
α
α
　
α
0
。

N
N
N
N
N
N
N
N

動
動
軸
動
動
動
動
動

実
対
実
対
当
対
当
対

原　液

1．667

0．879

1．711

1．226

10倍液

0．75

1．177

1．214

1．500

50倍液

0．364

0．500

6．00

（血液→0）

対照実験家兎　No．74　体重2．2kg

菌浮遊液注射後48時間目におけるもの

大腿骨々髄

脛骨々髄
上州骨・々髄

尺骨塁壁

原　液

356

312

280

340

10倍液

124

146

100

74

50倍液

ワ
臼
Q
U
Q
U
4

9
臼
9
御
1
1

平均値｝・・3751…6・1・・966

脛　骨

5
6
3
4
1
2
9
0

7
7
7
7
7
7
6
7

α
α
　
α
α
　
α
α
　
α
α

N
N
N
N
N
N
N
N

動
動
動
動
軸
動
動
動

実
対
実
対
実
対
実
対

原　液

2．579

1．327

1．269

1．302

10倍液

1．333

1．737

1．063

2．000

50倍液

1．000

0．913

1．333．，

3．000

平　均　値
1・61gl・・3831・・561

（血液→0） 手明骨

　　実験家兎　No．75　体重2．4kg

骨髄トキシン2cc∠kg隔日2回並びに菌浮
遊液注射後48時間目におけるもの

＼＼畢恥

骨別＼
大腿骨二三

脛骨々髄
上謄骨々髄

尺骨々髄

原　液

20

49

102

125

10倍液

3
2
1
2

　
1
9
臼
7
●

50倍液

A
U
－
ρ
0
1
↓

　
　
　
1

（血液→0）

動
動
感
動
動
動
特
動

実
対
外
虚
実
対
実
対

No．　75
No．　76

No．73
No．74

No．71
No．72
No．69
No．70

原　液

1．478

1．436

1．237

0．966

10倍液

1．009

2．140

1．625

1。923

50倍液

0，750

3．231

2．000

3．000

平均値1・・27g11・67212・245
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尺　骨

動
動
動
動
印
璽
動
動

実
対
実
対
実
対
実
対

No．75
No．76

No．73
No．74
No．71
No．　72

No．69
No．70

原肉10倍液

1．739

0．988

1．423

2．053

3．130

1．770

1．667

3．500

50簡液

0．917

1．143

1．000

2．500

平均値11・55・12・516｝・・39・

　実験家兎　No．82　体重2．Okg

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回ならびに
菌浮遊液注射後5日目におけるもの

大腿骨々髄

脛骨々髄
上知骨々髄

尺骨・々田

原　液

2
2
2
2

10倍液

｛
⊥
¶
⊥
9
】
－

50倍液

0
（
U
（
U
O

（血液→0）

　実験家兎　No．77体重1．9kg
骨髄トキシン2cc／kg隔日2回ならびに
菌浮遊液注射後5日目におけるもの

大腿骨暦世

脛骨々髄
上鱒三々三

尺畳々髄

原　液

り
0
9
9
Q
》

1
ー
ユ

10倍液

2
3
2
1
轟

50倍液

－
晶
9
臼
－
（
U

　対照実験家兎　No．83体重2．2kg
菌浮遊液のみ注射後5日目におけるもの

大腿骨々髄

脛骨々図
上無骨々髄

尺骨々髄

原　一

二
ム
9
臼
2
ハ
」

10倍液

－
↓
－
－
0
ワ
臼

50倍液

0
0
（
U
ー
ム

（血液→0）

（血液→0）

　対照実験家兎　No．78　体重1．9kg

菌浮遊液のみ注射後5日目におけるもの

言庶子

大腿骨二二

脛骨々髄
上謄骨二二

尺骨橋脚

原　液

4
0
δ
3
n
δ

10倍液

1
2
2
1

50倍液

0
0
0
1
占

（血液→0）

　実験家兎　No．80　体重1．7kg

骨髄トキシン2cc／kg隔日2回ならびに
菌浮遊注射後5日目におけるもの

大腿骨々髄

脛骨島蔭
上謄骨々髄

尺骨々髄

原　液

2
F
O
3
4

10倍液

ー
ム
2
1
占
3

50倍液

ー
ム
ー
0
9
臼

各骨髄の対照に対しての集落数比率及び

その平均値　5日目

大腿骨

7
・
8
　
0
1
占
　
2
9
σ

7
・
7
・
　
8
8
　
8
∩
6

α
α
　
α
α
　
α
0
。

N
N
N
N
N
N

動
感
動
動
動
動

実
対
実
証
実
学

原　液

3．25

2．0

2．0

10倍液

2．0

1．0

1．0

50倍液

（血液｝＞0）

対照実験家兎　No．81、体重1．8kg

菌浮遊液注射後5日目におけるもの

大腿骨町回

脛骨々三
子謄晶々髄

尺骨々’髄

原　液

噌
1
1
ー
ム
2

10回目

噌
⊥
2
1
1
∴

50倍液

0
0
0
0

平均値12・4161・・3331

脛　骨

動
動
動
二
二
動

実
対
実
対
実
動

No．77
No．78

No，80
No．81

No．82
No．83

原　液

6．333

5．0

1．0

10倍液

1．5

1．0

1．0

50倍液

平均値14・・111・・1・6し｝

（血液→0）
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上脾骨

7
●
Ω
U
　
O
｛
⊥
　
9
U
3

ワ
8
7
・
　
8
8
　
只
）
8

む
む
　
　
む
む
　
　
む
む

N
N
N
N
N
N

挙
動
感
動
動
虚

実
対
論
対
馬
対

原　液

3．0

3．0

1。0

10倍液

1．0

1．0

50倍液

平均値12・33311・・

尺　骨

動
震
動
動
動
虚

実
対
実
年
困
却

No．　77

No．78

No．80
No．　81

No．82
No．　83

原　液

3．0

2．0

0．666，

10倍液

1

3

0．5

50倍液

平均値11・8881・・8331

　以上本実験においては骨髄トキシン注射後黄色葡萄

状球菌（P．209）の浮遊液を静注し，骨髄におけに細

菌沈着率を検討した結果24時間，48時間，5日輪の3

群とも実験群が対照群に比し骨髄内細菌沈着率の上昇

を示しており，従って骨髄トキシン注射により家兎骨

髄の抗菌力が低下していることを示している．

　，しかして24時間，48時間群と同じ原液につき沈着率

を比較するに24時間群対照比が1．6～2．1，48時一群

1．2～1．6を示し24時聞群になお一層の沈着率の上昇が

見られ，従って24時間群に骨髄トキシンの影響が最も

強く現われているを知る．

　また注射後5日目になると実験群，対照群とも何れ

も骨髄内細菌沈着が急激なる減少を示しているが，こ

れは溶菌並びに喰菌作用と血流により細菌が排泄され

一時低下したる骨髄機能が漸次恢復しているこ、とを示

すものと考える．

　この5旧目においても骨髄内細菌沈着率は実験群が

対照群に比し上昇を示し，対照群に比較すると骨髄ト

キシン注射群が骨髄機能の恢復の点で遅れていること

を知る．

　更に大腿骨，脛骨，上謄骨，尺骨の各骨髄に関して

細菌の沈着率を比較して見るに，骨髄トキシン注射群

ではやや脛骨が他の骨に比し上昇の傾向が見られるが

他の3骨間には殆んど差異は認められない．

　また対照群即ち菌浮遊液のみ静注したるものでは各

野

骨間に骨髄内細菌沈着率の差異は殆んど認められなか

った．一方上述実験の隙に採取した血液では何れも細

菌集落の発生は見られなかった．

　以上の実験成績を綜合すると一定量（4cc／kg）の

骨髄トキシン注射により家兎骨髄は本来の有する抗菌

力低下，対照家兎に比較して骨髄内細胞沈着の一層増

加を来たすことを示している．

　2．骨髄トキシン2cc／kg連続毎日4回注射後24時

間目に黄色葡萄球菌注射せるもの

　骨髄トキシン注射の方法を変えて2cc／kg連続毎

日1回4田間家兎耳静脈より注射す．最後の注射後24

時間に黄色葡萄球菌（P．209）を前節におけると同様

の方法にて3白金耳ずつ実験群，対照群に注射し球菌

注射後24時間目に大腿骨，脛骨，上膳骨，尺骨の各骨

髄を採取し，その細菌沈着率を検した．　　　’

　実験家兎　No．84　体重1．9kg

骨髄トキシン2cc／kg連読4回注射後
菌浮遊液を注射したるもの

大腿骨々髄

脛骨々髄
上膳皆々髄

尺骨々髄

原　液

121

86

149

143

10倍液

7
●
0
0
F
O

Q
U
2
4
3

50倍液

只
）
4
ワ
冒
3

（血液→0）

対照実験家兎　No．85　体重2．1kg

　菌浮遊液のみ注射したるもの

＼　　集落数

骨訳
大腿骨々髄

脛骨々髄
上平平々髄

尺骨々井

原　液

74

61

141

131

10倍液

8
4
7
・
3

ー
ム
ー
ふ
F
O
Q
り

50倍液

n
乙
9
臼
5
4

（血液→0）

　実験家兎　No．86体重2．4kg
骨髄トキシン2£c／kg二三4回注射後
門浮遊液を注射したるもの

大腿骨二王

脛骨々髄
上脾骨々髄

尺骨骨髄

原　液

688

715

716

634

10倍液　50倍液

327

254

258

261

Q
ゾ
ー
Q
U
Q
び

P
O
ハ
O
F
O
4

（血液→0）
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対照実験家兎　No．87　体重2，3kg

　菌浮遊液のみ注射したるもの

大腿骨々髄

脛骨．々三

飯距骨々髄

尺骨々三

原　液

240

274

247

272

10倍液

5
Q
ソ
A
U
9
臼

ワ
一
4
置
5
7
‘

50倍液

4
ー
ム
Q
ソ
Q
り

　
一
↓
　

9
臼 （血液→0）

　実験家兎　No．88体重2．3kg
骨髄トキシン・2cc／kg連読4回注射後
三層：遊液を注射したるももの

上臆骨

4
5
　
6
7
　
8
9

8
8
　
8
8
　
8
8

0
0
　
　
0
0
　
　
0
0

N
N
N
N
N
N

動
二
丁
動
動
動

実
対
実
対
実
三

原　液

1．056

3．079

1．194

10倍液

0．701

5．16

0．959

50倍液

1．4

5．888

1．272

平均値1・・776【2・273「翫186

尺　骨

＼藩緻
滑別＼
大腿骨々髄

脛骨々髄
上脾骨々髄

尺骨々髄

原　液

241

273

264

199

10倍液

∩
δ
n
フ
噌
1
2

n
コ
ρ
リ
ワ
σ
ハ
0

50倍液

－
ゐ
（
U
4
R
U

－
↓
ー
ユ
ー

（血液→0＞

対照実験家兎　No．89　体重2．2kg

　菌浮遊液のみ注射したるもの

大腿骨々髄

脛骨々髄
上脾広々髄

尺骨心髄

原　液

219

274

221

206

10倍液

4
凸
5
　
’
6
7
・
　
8
Q
ソ

Q
O
8
　
8
Ω
り
　
只
V
只
）

α
α
　
α
α
　
α
α

N
N
N
N
N
N

動
脈
動
動
動
動

実
華
実
対
実
対

座　液

1，091

2，323

0．966

10倍液

1．060

3．625

1．215

5σ繊塵

1．333

3．538

7
・
7
4
置
－
凸

4
5
7
5

0’．888

50倍液

Q
ゾ
ワ
G
¶
1
Q
V

　
　
1

（血液→0）

　各骨髄の対照集落数比率及びその平均値

大腿骨

原　液 10倍液 50倍液

平均値【・・46・11・97gl　1・953

壱
州
即
事
駆
動

実
対
実
如
実
対

No．84
No．　85

No．86
No，87

No．88
No．89

1．635

2．869

1．100

2．055

13．080

1．446

4．0

14．75

1．222

平均値1・・9・・15・52716・657

脛　骨

原液 10倍液 ’5σ倍液

　本節においては骨髄トキシンをやや大量（2cc／kg）

連続4回に亘り注射後黄色葡萄球菌を注射し骨髄にお

ける細菌沈着率を検したが，前節におけると同様骨髄

トキシン注射群が対照群に比し骨髄内細菌沈着率の上

昇を示している．従って骨髄固有の抗菌力の上に低下

があることが知られた．

　しかしてこの成績を前節の24時間群（2cc／kg　2回

注射）に比較すると10倍，50倍液の沈看率上昇が更に

強く現われており，骨髄トキシン頻回大量投与のため

骨髄抗菌力が一層低下したことを示している．

動
眼
動
動
動
動

実
益
減
配
実
対

No．84
No．85
No．　86
No．　87

No．　88
No．　89

1．409・

2．609

1．069

1．5

5．182

1．035

2．0

5．545

1．428

・P均値11・69313・34・「3・772

皿：総括並びに考察

　血流中に流入されたる細菌の運命に関しては前にも

述べた如く第一に排泄性臓器を主として腎臓，肝臓，

乳腺，腸等より排泄物と共に体外に出るもの，第二に

流血中の喰菌，溶菌作用並びに網状内被細胞系群に

より摂取処理されるもの，第三に各種臓器組織に沈着

（Ablagerung）するものが考えられており，一方動物

体内に注入されたる菌の分布に関してはSulHvan，

Neckermann，　Cannonは正常動物では1．7％，免舞

動物では0．1％の菌が骨髄内に沈着し，他の大部分は

肝臓，脾臓，腎臓等に沈着するといっている．更に骨

髄においては注入直後に出現し，血中菌及び骨髄菌は

時間の経過と共に減少するも骨髄の菌減少度は血液の

それに比し丁丁なりといっている．

　次にこれら細菌の骨髄よりの検出に関してはOuin・
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keその他は死体骨髄よりチフス菌を証明し，1908年

Ghediniが脛骨々髄を診断の目的に採取してより各

種の菌が骨髄より証明されている．

　一方動物実験による骨髄中の菌の培養或いは証明に

関してはWyssokowitsch，　Ludke，　Berryら，我が

個では高木，i桑波田，中山の研究業績がある．

　しかして生体側の各種条件によりまた細菌の山嶺，

密送によっては上述の第一並びに第二の経過途上に各

種臓器或いは組織は炎症病変の発生があり1骨髄にお

いては骨髄炎の発生が考えられる．

　またこの発生誘因としては古来各種の説がなされて

いる．即ち過労，栄養不給，神経系統障碍，外傷が考

えられている．しかしこれのみにては充分なる説明が

なされているとは思われない．骨髄炎が菌血症の一部

分現象として現われて臨床的によくその経過中に多発

性に膿瘍の形成を見ることのあるのは我々のよく経験

するところであるが，一般に抵抗力強ぎ組織として挙

げられている骨髄にのみ膿瘍形成を見で，何故に他の

組織に膿蕩形成を来たさざるかは甚だ興味ある点であ

る．

’謙ってZytotoxinの面よりこれを見るに，ある臓

器に外傷が加わりその組織の一部が挫滅され，これが

較収されると生体内にこれに対して抗体が産生されそ

の量が多い場合には機能の低下を来たさしめるといわ

れている．中村氏の交感性眼炎，Bierryの一側腎動

脈結紮による他側腎の変化，H：alconの一門側腎打撲に

回する実験等この間の関係を明らかにするものと考え

’る．同様に骨髄炎の場合にも破壊吸収されたる骨髄組

・織が抗元となり生体内に抗体産生され，これがAuto・

zytotQxinとして作用して他の骨髄抗菌力の低下が当

然予想される．即ち臨床的にもFunkeによれば1／5

に，Heidenheinによれば48例中12例に多発性に骨髄

炎の発生を見たといいこの間の関係に一つの示唆を与

えている．

　本実験においては第1編で骨髄トキシン注射による

骨髄抗菌力の変化に関して試験管内実験を行なった結

果，骨髄抗菌力の著しく低下することを認めたので第

2編においては更に骨髄トキシン注射により骨髄内細

菌沈着率が如何に影響されるかこの間の関係を明らか

にせんも・のと考え検討を加えた．

　さて本編の実験成績を検討するに，骨髄内細菌沈着

率は骨髄トキシン注射群が対照群に比し上昇を示して

おり，従って骨髄トキシン注射により骨髄抗菌力の低

野

下することが知られた．

　更に各実験群にういて見るに24時間群，48時間群で

は骨髄内細菌沈着率に大差は認められないがやや24時

間群に沈着率上昇が認められ，従って24時間群が48時

間群より骨髄トキシンの影響が大なることが知られ

た．

　5日群では実験群，対照群ともに24，48時間の両群

に比し細菌沈着数急激なる減少を示し，一時低下した

る骨髄機能が時間の経過と共に漸次恢復することを示

している．またこの5日群においても骨髄トキシン注

射群は対照群に比し沈着率上昇を示し，骨髄トキジン

注射の前処置により骨髄機能恢復の遅れていることを

知る．

　骨髄トキシン2cc依g連続4回注射群では2cc／kg

2回注射群より，沈着率の上昇が見られ，大量連続注

射により一層骨髄内細菌沈着率の上昇することが知ら

れた．

　以上の実験成績を綜合すると，骨髄トキシン注射に

よりて骨髄内細菌沈着上昇し従って骨髄抗菌力が第1

編実験結果におけると同様著しい低下を示しているが

これは先入のZytotoxinに関する各種：実験と相まっ

て多発性骨髄の発生誘因としてかかるZytotoxinが

関連性を有するものと考える．

IV　結 論

　家兎に骨髄トキシン注射後菌血症お起さしめ24時間

後，5日後の3群に分けて骨髄内細菌沈着率につき検

し次の如き結果を得た．

　1）骨髄トキシンー定量（4cc／kg）注射後の家兎

においては骨髄内細菌沈着率の上昇を来たす．即ち骨

髄抗菌力の低下を示している．

　2）24時間群においては48時間群に比して骨髄内細

菌沈着率は高度に現われ，骨髄トキシンの影響が24時

聞群に強いことを認めた．

　3）　5日群になると骨髄内細菌沈着数は24時間に比

し著しい減少を示し，時聞の経過と共に骨髄内細菌沈

着の減少を来たし骨髄機能の漸次恢復を現わしてい

る．

　4）骨髄内細菌沈着数の減少したる5日群において

も対照に比較して細菌沈着率高く骨髄トキシン注射に

よる影響が依然として存した．

　5）大腿骨，脛骨，隔上謄骨，尺骨の四管状骨間には

骨髄内細菌沈着に風なる差異は認められない．
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第3編　骨髄トキシン注射後黄色葡萄球菌静注による

　　　　　　　　家兎骨髄の変化について

　前編においても述べた如く血液中に侵入した細菌は

一部排泄臓器より体外に排されるもの，一部各種臓器

組織内にて死滅するもの或いは沈着するものが考えら

れているが，この際に生体側の条件によりて各種臓

．器∴組織ζ病的変化の発生するこ．止が規定される．

一一一一．ｵかし第1編及び第2編においてZytotoxinの面

より骨髄トキシン注射により骨髄が特異的に作品をう

けてその抗菌力低下を来たすことを認め得たが，本編

においてはかかる条件を骨髄に与えて置いて黄色葡萄

球菌を静注し菌血症を起さしめたる場合に如何なる変

化が骨髄に見られるかにつき組織学的に検索した．

工　実験材料並びに実験：方法

　本実験に際しては生後5カ月の体重2．Okg内外の

家兎を使用した．

　骨髄トキシンの製法は第1編におけると全く同様の

方法にてこれを作製し，家兎の耳静脈より注射す．

　：黄色葡萄球菌は各論により8～4白金耳を生理的食

塩水3ccに浮遊せしめこれを注射す．

　骨髄トキシン単独注射群では注射後4時面目に屠殺

して骨髄を採取し，また骨髄トキシン及び黄色葡萄球

菌浮遊液両者同時注射群では家兎の死亡直後において

大腿骨，脛骨，上盤骨，尺骨を易面す．その中枢：側骨

端部附近を10％フォルマリン液に固定後24時間間水

洗，しかる後5％の硝酸水にて脱灰を施行す．脱灰後

パラフィン包埋切片を作製しヘマトキシリン・、エオジ

ンニ重染色法により検鏡す．骨髄トキシン単独注射群

では一時的に元気消失するものであるが，菌浮遊液と

の両者注射群では注射後3～4時聞で元気消失，一部

下痢を来たし20～72時闘の間に死亡す．

　　　　　　　皿　実　験　成　績

　1．骨髄トキシン単独静注による家兎骨髄の変化に

ついて

　骨髄トキシン（第1篇1に記載，2ccm／kg連続2

回注射群，実験家兎No．90，体重1．8kg，　Nσ191，

体重2．Okg

　肉眼的所見：大腿骨は赤色髄で正常に比較し暗赤

色の調強く，弾力性減退し非常に脆くなっている．脛

骨，上謄骨はこれに類似の所見を示しているが，尺骨

では骨端部は赤色髄であるが，骨幹部において赤色調

弱くなり黄色調への移行を考えせしめる部位あり，弾

力性は同様に減少し脆くなっている．

　組織学的所見：大腿骨．・実質細胞の著明なる減少を

来たしその配列は不規則となり，大小の脂肪細胞の増

加が軽度に見られる．また出血巣が認められ，静脈洞

は拡張し充血著明となり，部位によりその輪廓不明瞭

となっていものあり．

　実質細胞に関しては骨髄性細胞，赤芽球ともに著し

く減少、し，特に骨髄性細胞の減少率が大であり，この

ため実質細胞の殆んどが赤芽球で占められる状態を呈

している．また骨髄性細胞間では成熟穎粒状に比較し

て幼若形細胞の減少率大であり，No。90では細胞間

に僅かに散見される程度となっている．なおこれらの

細胞に関しては核の染色度減退，濃縮並びに崩壊過程

等の二形変性像を示すものが見ら・れる．

　また一方骨髄巨核球においても核の濃縮原形質減少

或いは原形質内空胞形成等の退行変性像が見られた，

一部に細網細胞の増生あり．（Fig．2，3）

　脛骨．大腿骨と類似所見であるが実質細胞の減少幾

分高度となり，特に骨髄性細胞の減少が目立つと共に

赤芽球の比較的増加あり，静脈洞の拡張充血も高度と

なる．

　上山骨．これも類似所見であるが，その退行変性像

は大腿骨と脛骨との中間的変化の程度を示す．

　尺骨．上記三田に比し脂肪細胞多き他は類似所見な

り．

　以上No，90，　No．91の所見を述べたが，骨髄トキ

シン単独静注したる場合の主なる変化として次の所見

が見られた．

1）実蜘胞の減少く霧難縢謬若形）減少

　2）骨髄注細胞並びに骨髄巨核球の退行変性

　3）大小不規則なる脂肪細胞の軽度増加

　4）出血巣の出現

　5）静脈洞の拡張並びに充血

　2，骨髄トキシン静注後黄色葡萄球菌静注による家

兎骨髄の変化について

　1）骨髄トキシン4cc　1回静注と同時に黄色葡萄

球菌（P．209）6白金耳静注群

　実験家兎　No．93　体重2．3kg　20時間後に死亡

　　　　　　No．96　体重2。Okg　60時間後に死亡

　肉眼的所見：大腿骨．赤色髄で正常に比し暗赤色の

調強く弾力性減少し脆弱になっており，その程度は
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No．90，　No．91群よりも高度なり．脛骨，上脾骨は

類似所見なるも尺骨では骨幹中央部赤色調弱く，一部

黄色髄化の傾向が見られ，脆弱転太なり．

　組織学的所見：大腿骨．実質細胞は著明に減少し髪

粗となりその配列は乱れているが，No．96はその程

度やや軽度なり．またその間に大小の出血巣が見られ

静脈洞の拡張，充血が著しく，このため減少したる実

質細胞が圧迫され索状或いは島填状になっているもの

あり．一方脂肪細胞の増生はNo．90，　No．91の如く

に目立たず，また拡張した静脈洞の輪廓の不明瞭にな

っているものあり（Fig．4，6）．実質細胞成分として

骨髄性細胞並びに赤芽球は正常に比し減少しているが

骨髄性細胞の減少度やや軽度で，従ってNo．90，　No．

91に比し赤芽球の比較的増加は著レくない．骨髄性

細胞の主体となるものは成熟穎粒球であるが，幼若形

細胞もNo．90，　No．91に臨く多く・その存在が認めら

れ，’これはNo．96において一層明らかである．これ

ら細胞には核濃縮，崩壊の退行変性と共に一部には再

生現象の発見が見られた．骨髄巨核球には原形質減

少，或いは原形質内穎粒細胞の侵入’核の濃縮，染色

度の減退の退行変性像あり．またNo．96において静

脈洞を中心とした小円形細胞の浸潤したものが見られ

た（Fig．5，7，8）．

　脛骨．大腿骨に類似所見であるが赤芽球の比較的増

加あり，部位により小円形細胞の集籏巣形成の傾向が

見ちれた．

　上面骨，尺骨何れも類似所見なり．

　以上骨髄トキシン4cc／kgと菌液6白金耳注射群

の所見を要約すると

・麟田胞の減少く雛｣離力騰）
　b）骨髄性細胞並びに骨髄巨核細胞の退行変性

　c）出血巣の出現

　d）静脈洞の拡張重びに充血

　e）小円形細胞の集籏数形成（静脈洞を中心とした

もの）

　2）骨髄トキシン2cc／kg　1回と同時に5白金耳

の黄色葡萄球菌静注群

　実験家兎　No．97体重2．1kg　23時間後死亡

　　　　　　No．99　体重2．2kg　38時間後死亡

　肉眼的所見＝大腿骨，赤色髄で軽度の暗赤色調を示

し，その弾力性減退並びに脆弱性の増強はNo．93，

No．96群に比し軽度なり．

　脛骨，上脾骨，尺骨何れも類似所見なり．

　組織学的所見：大腿骨．実質細胞は正常に比して配

列不規則となり，一部には網状繊維の目立つ部分あ

野

り．実質細胞は軽度に減少を示し，静脈洞の拡張並び

に充血はNo．93，　No．96に比して幾分軽度となって

おり，部位により赤芽球の比較的多くなっている所も

あるが大半は骨髄性細胞で占められ，特に前群に比較

して幼若形の存在が目立つ．またこれらの細胞には核

の濃縮或いは崩壊像の退行変性を示すもの共にmito

seの所見も見られた．骨髄巨核球においても核の濃

縮の所見が見られ，また不正形の脂肪細胞の出現あ
り．

　脛骨，上歯骨壷に大腿骨類似の所見であるが，骨髄

性細胞で集籏巣を形成するものあり，この細胞では幼

若形が主体をなしている（Fig　No．9）．

　尺骨．実質細胞は他の骨に比し減少し，また静脈洞

の拡張，充血やや強い．No．98，　No．99においては

内骨膜に近き部分において円形細胞の比較的大なる細

胞集籏巣を見る．これを更に精査すると主として成熟

穎粒球がその大部分を占め，中心部の細胞は崩壊像を

示し，膿瘍形成過程にあるものと考えられる．

　これらの所見を要約するに，前述のa），b＞，　c），

d），e）の各所見は何れもNo．93，　No．96に比し軽

度となっており，骨髄性細胞の内幼若形のものが多く

見られるようになり，これら細胞の核崩壊減少姥共に

Mitoseの所見が見られた．またNo．93，　No．96に

は見られなかったf）膿瘍形成巣が認められた（Fig．

10，11）．

　3）．骨髄トキシン2cc／kg　1回注射と同時に黄色

葡萄球菌4白金耳注射群

　実験家兎　No．100体重1．9kg　60時間後に死亡

　　　　　　’：No．101　体重2．Okg　68時間後に死亡

　肉眼的所見：大腿骨．赤色髄で正常に近い色をなし

ているが，なお弾力性の減退，脆弱性，軽度に存す．

脛骨，土底面，類似所見であるが，尺骨々幹中央部や

や黄色髄化したる所あり．

　組織学的所見：大腿骨．実質細胞の減少軽度で配列

乱れは特に目立たないい．静脈洞の拡張並びに充血は

見られるが著明なる出血は認められない．比較的緻密

なる実質細胞成分には赤芽球の比較的増加の所見が見

られる．骨髄性細胞も正常に比し減少しているが幼若

形成熟球に比し多く存し，一方これら細胞の退行変性

と共に再生現象たるMitoseの所見を示すものが散見

された（Fig．12）．

　骨髄巨核球においても一部核の崩壊過程を示すもの

や原形質内訳粒細胞の侵入を示すものあり，

　脛骨，上面骨は類似所見を示すが実質細胞の減少度

大なり．

　尺骨．他の三諦に比し脂肪細胞多く，骨髄性細胞の
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内幼若形が多く見られ，巨核球においても原形質内円

形細胞侵入の所見が認められた．

　以上No．100，　No．101の所見を見るに，注射細菌

量の減少及び家兎の生存期間も長くなった関係か1），

2），3），4）の所見は軽度となり，特に骨髄性細胞の減少

度少なく，従って赤芽球の比較的増加も目立たない．

また骨髄性細胞の内幼若形が多くなり再生機能の発現

が考えられる。一方注射細菌量の少ない関係かNo．98

Nb．99に見られた膿瘍形成の所見は存じなかった，

　4）骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射後24時間

目に黄色葡萄球菌注射群

　骨髄トキシン2cc／kg隔日2回と菌浮遊液8白金

耳静注群

　実験家兎　No．103　体重2．2kg　20時間後に死亡

　　　　　　No．104　体重1．8kg　22時間後に死亡

　肉眼的所見：大腿骨．赤色髄で正常に比較すると暗

赤色調強く，その弾力性は高度に低下し脆弱になって

おり，No．103においては内骨膜に接しての出血を認

めた．脛骨，上軽骨，尺骨何れも類似所見なるも内骨

膜に接しての出血は存しなかった．

　組織学的所見：大腿骨．実質細胞は著明に減少しそ

の配列は乱れ籟疎化し，その間に大小の出血巣を認め

る・また静脈洞は拡張し著しい充血を示し，このため

減少したる実質細胞は索状或いは島興状に圧迫された

る状態になっている．また軽度の脂肪細胞の増生が見

られる（Fig．13）．

　実質細胞成分としては骨髄性細胞の減少度大なるた

め赤芽球の比較的増加の所見が見られ，骨髄性細胞と

しては成熟穎粒球に比し幼若形減少度大なり．これら

細胞には核濃縮或いは崩壊過程のものが見られ，巨単

細胞においても原形質内空泡形成，円形細胞の侵入並

びに核の崩壊の退行変性像が見られた．No．103に

おいては内骨膜に近き部位において骨髄性細胞が集与

したる所が見られ，この細胞は成熟顎粒球の他，小円

形細胞（淋巴球様細胞）の混在している点より化膿性

炎症巣とは断じ難いが，その過程にあるものと考えら

れ．る（Fig．14，15）．

　脛骨，上千手ともに大腿骨に類似所見なり．．

　尺骨．静脈洞の拡張，充血甚だしく著明であり，ま

た出血も見られ，多い脂肪細胞間に限局性の円形細胞

浸潤巣が所々にあり，この細胞は直訴球よりなりその

中央部細胞は変性崩壊に落ち入っており腫瘍形成巣を

造っている，

　以上の：No　103，　No．104の所見を要約するに

・）類纐の減少く講雛締薪形）減少

　b）骨髄性細胞並びに巨核球の退行変唯

　c）軽度の脂肪細胞の増生

　d）出血巣の出現

　e）静脈洞の拡張並びに充血

　f）化膿性炎症巣の発生（膿瘍形成）

　以上の各所見は6）の他何れも1及び2の1）の実験

群より強度なり．

　5）骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射後24時間

目に黄巴葡萄球菌7白金耳注射群

　実験家兎　No。105　体重2．2kg　24時間で死亡

　　　　　　No．107体重1．8kg　62時間で死亡

　肉眼的所見：大腿骨．赤色髄で暗赤色調強，く，その

脆弱性は極めて高度であり豆腐様になっている．脛

骨，上州骨，尺骨何れも類似所見なり．

　組織学的所見：大腿骨．実質細胞は著明に減少しそ

の配列は乱れ，大小の出血巣が認められる．また静脈

洞の拡張，充血が存し，これらはNo．103，　No．104

に比較すると強度であり，かかる変化は部位によりか

なり差異があり，細胞成分はこのため圧迫せられ索状

或いは島喚状になっているものあり．脂肪細胞は大小

並びに形のやや不規則なるもの軽度に増生あり．実質

細胞成分としての骨髄性細胞，赤芽球ともに減少して

いるが骨髄性細胞の減少率が大であり，そのために赤

芽球の比較的増加の現象が見られる．しかして赤芽球

は所々に集丁数を形成する傾向あり．骨髄性細胞に聡

いては核の下染，濃縮，崩壊等の退行性変化と共に一

方ではMitoseの所見も散見される．

　また巨核細胞においても核濃縮，崩壊の変化が見ら

れた．

　脛骨，上謄骨は類似所見なり．

　尺骨．他の三骨に比し脂肪細胞多く見られ，内骨膜

に接して円形細胞の集籏巣が見られた．

　以上N6．105，　No．107の所見を要約するに，前述’

a），b），　c），　d）の各所見はNo．103，　No　104に比較

して同程度の所見を示し，明瞭なる化膿性炎症巣の形

成が見られる．しかしてNb．107は死亡までφ時澗

がやや永かったため骨髄性細胞の幼若形が多く存し再

生現象が起っていることが窺われる．

　6）骨髄トキシン2cc／kg隔日2回注射後24時聞

目に黄色葡萄球菌6白金耳静注群

　実験家兎’No，108　体重2．Okg　22時間で死亡

　　　　　　No．109　体重2．3kg　36時間で死亡

　肉眼的所見：大腿骨．赤色髄で正常骨髄に比し暗赤

色調強くその弾力性減退し豆腐様に脆弱になってい

る．脛骨，上半骨，類似所見であるが，尺骨でば骨幹

中央部の赤色調弱く，黄色髄化の傾向あり．　　，
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　組織学的所見：大腿骨，実質細胞減少しその配列も

不規則になっている．静脈洞の拡張，充血も存するが

No．103，　No　106，　No，105，　No　107の如くこのため

実質細胞が圧迫され索状或いは島懊状になる所見は著

明ではない，また大小の出血巣が認められる．脂肪細

胞の増生も軽度ながら存するがこれもNo．105に比

し劣る（Fig．17）．

　実質細胞成分に関しては正常に比し赤芽球の比較的

増加の所見を示すが，本四においてはNo．103，　No．

105群に比し骨髄性細胞の増加があり，この内でも幼

若形が多くなっている．これら細胞に核の染色度減

退，濃縮の退行変性と共に一方ではMitoseの所見が

散見される．

　巨卵細胞においては核の消失，原形質縮小或いは原

形質内円形細胞の侵入，核崩壊等の退行変性像あり．

　脛骨，上諭骨類似所見なるも，No，109の上月専骨に

おいて内骨膜に近き部位に成熟穎粒球の集籏巣あり．

その中央部細胞は変性崩壊像を示し，化膿性炎症巣が

認められる．

　尺骨では上記三論に比し脂肪細胞多く存し実質細胞

も減少しており，No　108，　No，109の何れにおいて

も大小の分葉，偽好酸球の限局性浸潤巣が見られ，化

膿性炎症巣の形成或いはその過程にあるものと考えら

れる（Fig．16，18）．

　以上の所見を要約するに，2の4）のa），b），

c），d），　e）の各所見億何れも存している．

　この内。），d）の所見は軽度になっているのが目立

ち，また骨髄性細胞の内幼若形のものが4），5）群に

比し多く見られた．r方化膿性炎症巣の形成はこれ迄

の試掘条件におけるより一層よく見られる，また1）

における骨髄トキシン4cc／kg　1回と6白金耳注

射群に比し菌量は同じ6白金耳なるも，骨髄トキシン

2cc／kg　2回注射群たる本群に上述の各所見が一層著

明に現われている．

　3．小　　括

　骨髄トキシン単独注射群においては家兎の全身状態

に殆んど変化は見られなかったが，骨髄トキシン並び

に黄色葡萄球菌（P，209）両者注射後においては3～

4時間で元気消失し，20～72時間の間に死亡した．

　肉眼的所見：正常家兎に比較して暗赤色調強く弾力

性減退し，一部では豆腐様に脆弱になっている．また

その程度は骨髄トキシン単独注射高く骨髄トキシン1

回と菌浮遊注射群く骨髄トキシン2回と菌浮遊液注射

群の順になっている．また各群において活量の多いほ

ど変化の程度が強くなっている．

　組織学的所見：骨髄トキシン単独注射による主なる

野

骨髄の変化として

1）類細胞の減少く寡舞曲綾的増力。

　2）骨髄性細胞並びに巨核細胞の退行変性

　3）脂肪細胞の増生

　4）出血巣の出現

　5）静脈洞の拡張並びに充血

の如き所見を示し，骨髄性細胞（特に幼若形）が赤芽

球より減少率が大であり，これら細胞の変性としては

叢雨染濃縮，崩壊特に巨核球では原形質内空泡形成，

円形細胞の侵入が見られた．これらの所見より骨髄ト

キシンが骨髄に障心的に作用していることが知られ

る．

　骨髄トキシン2cc／kg　1回と菌液同時注射群では

その示す所見は前群の各所見に類似の所見を示してい

るが，一般に前群よりも変化の程度が軽度になってい

る．しかしその程度は歯固が多くなるに従い出血，充

血の所見が強く現われる傾向あり．また歯群では脂肪

細胞の増生が明らかでなく骨髄性細胞では幼若形が穎

粒球に対し比較的増加の所見が見られた．

　骨髄トキシン2cc／kg　2回と菌浮遊液注射群でも

上記骨髄トキシン単独注射の場合の1），2），3），4），

5）の各所見に類似の所見を示し，その程度においては

前述の2群に比し一層強度となり，骨髄性細胞，赤芽

球ともに減少している．しかし赤芽球の比較的増加の

所見は明らかでない．

　骨髄性細胞では古血球，幼若形細胞何れも減少して

いるが菌量少なく障碍の程度がやや軽くなると幼若形

細胞の出現が多くなって来ており，一方に退行変性の

出現と共に再生現象の所見も見られる．

　骨髄トキシンと菌液の両者注射群では炎症性化膿巣

の発生を見，この形成傾向は5～6白金耳を界として

それ以下では見られず，それ以上菌量の増加と共に著

明となる，また同じく6白金耳注射群でも骨髄トキシ

ン2cc／kg注射群より2cc／kg　2回全量4cc／kg注

射群において退行性変化著明であると共に炎症性化膿

巣の形成も多く見られた．

　4．骨髄トキシン局所注入したる場合の家兎骨髄の

変化について

　1）実験材料並びに実験方法

　家兎は生後5カ，月，体重：2．Okg内外のもの使用．

　家兎大腿骨々端部に相当して皮切を加え大腿骨に小

孔を穿ち，との穿より骨髄トキシン0．5ccを時間を

かけて徐々に注入し，穿孔口にはオスワックスを塗布

し創を鎖じた．以上の外耳は無菌的に行なった．その

後24時間目に家兎を心血死に至らしめ，大腿骨穿孔部



抗家兎骨髄血清の作用 511

附近を易咄し前記1と同様の方法にてヘマトキシリン

・エォジンニ重染色をし標本を作製した．

　2）実験成績

　実験家兎　No．110　体重2．1kg

　　　　　　No．111体重1．8kg

　肉眼的所見：赤色髄で暗赤色調強く注入局所に接し

ての出血を認め，その脆弱性も増強している．

　組織学的所見：注入局所には大なる．出血巣が見ら

れ1その周囲に壊死巣の発生が見られ，実質細胞の減

少と癒疎化及びそめ配列の不規則なる所見あり．静脈

洞の拡張，充血も見られるが注入局所より離れたる部

位に行くに従1い，これらの所見は軽度になり出血も見

ちれなくなる《Fig．19）．

　実質細胞成分に関しては骨髄性細胞の減少が強く赤

芽球の比較的増加の所見が見られるが，しかし数にお

いては依然として骨髄性細胞が多く存し注入局所より

離れたる部位では幼若形が多くなっている．これらの

細胞には核の濃縮，崩壊過程の像が存し巨核細胞にお

いても原形質内円形細胞の侵入，空泡形成，核濃縮の

退行変性像が見られた（Fig．20）．

　5．骨髄トキシン局所注入後葡萄球菌（P，209）浮遊

液局所注入したるもの

　1）実験材料並びに実験方法

　骨髄トキシン局所注入にあたりては第4節と同様の

方法にて行ないその後24時二目に葡萄球菌（P．209）

の0．25白金耳を0．5ccの生理的食塩水に浮遊せしめ

たるものを穿孔口より注入，24時間後に脱血死させ大

腿骨’々髄を易拙，標本を作製した．

　2）実験成績

　実験家兎　No．113　体重1．8kg

　　　　　　No．114体重2．Okg

　肉眼的所見：赤色髄で暗赤色調強く，前群と同様注

入局所に接して出血を認め，脆弱性も増強している．

　組織学的所見：注入局所には出血巣が見られ，その

辺縁には実質細胞の壊死に陥ったもの及び退行変性強

く殆んど細胞原形質の認められざるものあり，またこ

の出血巣及び壊死数の周囲には広範囲なる実質細胞の

減少，懸疎化が見られ，脂肪細胞の増生，静脈洞の拡

張，充血も存した．

　しかしこの注入部位から遠ざかるに従いこれらの所

見は漸次軽度になる．実質細胞成分としての骨髄性細

胞，赤芽球ともに減少し，赤芽球の比較的増加は著明

ならず，またこれら細胞には核濃縮，崩壊の所見並び

に巨核細胞では原形質内空胞形成，穎粒細胞侵入の退

行変性が認められた（Fig．21，22）．

　6．小括（第4，5節）

　肉眼的所見：両群とも注入局所に出血を認め，暗赤

色調強く脆弱性大となっている．

　組織学的所見：骨髄トキシン注入局所の変化として

両群とも大なる出血巣並びに壊死巣が見られる．これ

は直接損傷の結果であり，その周囲の部位では実質細

胞の減少並びに配列の乱れが存し，骨髄トキシンと菌

液両者注入群には軽度の脂肪細胞の増生が見られ，実

質細胞の退行性変化も広範囲に見られた．また静脈洞

の拡張，充血，出血の所見は第1節，第2節の各論に

乱すると軽度であり，しかも注入局所より遠ざかるに

従い各所見は軽度になって行く傾向が存した．また実

質細胞成分たる骨髄性細胞，巨核細胞においても退行

変性の像が見られた．

皿　総括並びに考察

　Zytoroxinが臓器特異性に作用して障碍作用を来た

さしめることは既に諸家の大体において認むる所であ

り，この内骨髄トキシンに関しては第1編にも述べた

がSulliは赤芽球並びに歯元球の退行変性を，Flexner

は穎粒球及び巨核球の増加につき，またWerzderg

は脂肪変性の発生に関して述べている．我が国におい

ても八代，関，酒井の諸家は骨髄トキシン注射による

末梢血液像の変化につき研究し，白血球，赤血球，血

色素の減少により実験的貧血を来たさしめ得ることを

述べ，更にその程度が強度なる場合においては骨髄の

造血機能が中断され，該動物は死亡することを述べて

いる．

　私は骨髄トキシン注射により骨髄抗菌力の低下を来

たすことを第1，2編に述べたが，この場合における

骨髄の変化を究明し，更にまた該動物に菌血症を起さ

しめたる場合の骨髄の変化とを比較検討せんがために

本実験を施行した，

　しかして上述の実験成績を綜合するに骨髄トキシン

ー定量（4cc／kg）注射により骨髄はその有する造血機

能が障碍され，実質細胞の著明なる減少，籟疎化を来

たし逆に軽度であるが脂肪細胞の増生を見，実質細胞

成分に関しては骨髄性細胞，赤芽球ともに減少する

が，骨髄性細胞の減少率が赤芽球に比して大で，従っ

て赤芽球の比較的増加が見られる．更にこれらの細胞

に関しては核の濃縮，崩壊像，品玉細胞においては核

崩壊並びに原形質内空泡形成，円形細胞侵入の退行変

性像が見られ，また実質内には出血，静脈洞の拡張充

血が見られた．上述の各所見より骨髄が高度に障碍さ

れていることが考えられる．

　次に骨髄トキシン注射後菌血症を起さしめたるもの

における骨髄所見は上述の骨髄トキシン単独注射の場
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合と類似しているが，その程度は一般に骨髄トキシン

量並びに菌量に関係し，骨髄トキシン4cc／kgの場

合には特に退行変性像が著しくなっている．また骨髄

トキシン2cc／kg並びに菌量が少量なる場合には骨

髄の障碍程度が軽くなり実質細胞の減少，赤芽球の比

較的増加並びに脂肪細胞の増生の所見著明ならず，骨

髄性細胞には核濃縮，崩壊の退行変性が存する一方再

生現象の発現も見られた．

　また骨髄トキシン注射後菌血症を起さしめたものに

炎症性化膿巣の発生が見られ，骨髄トキシン　（4cc／

kg）注射量が多いものが注射量の少ない　（2　cc／kg）

に比し炎症性化膿巣の発生が多く認められた．

　骨髄トキシン局所注入群では注入局所に接して実質

細胞の減少，静脈洞の拡張充血，骨髄性細胞，巨核球

の退行変性等骨髄トキシン静注の場合に類似の所見を

示すが，注入局所より離れるに従って漸次これらの所

見は軽度になって行く傾向を示した．

　骨髄トキシン並びに菌液局所注入群でも実質細胞減

少，静脈洞の拡張充血または骨髄性細胞，巨核細胞の

退行変性の所見が見られ，これらの変化は骨髄トキシ

ン単独賦払群より広範囲に及び脂肪細胞の増生も軽度

ながら認めた．何れにしても局所注入群では注入局所

の四温，壊死等の他は骨髄トキシン静注群にやや類似

の所見を示すが，この変化は局所より離れるに従い程

度が軽くなる傾向を示した．

　以上の所見を綜合するに骨髄トキシンが骨髄に対し

て障碍的に作用し，組織学的にも退行性変化を来たさ

しめているが，これは更に菌血症を起さしめると退行

性変化の程度をよりゴ層高度ならしめると共に骨髄に

おける炎症性病変の発現を容易ならしめる作用ありと

考える．

IV　結 論

　骨髄トキシンを家兎に単独静注並びに該動物に菌血

症を起さしめたる場合；更に骨髄トキシン及び細菌を

骨髄局所に注入したる場合に如何なる変化が骨髄に起

るかにつき組織学的に検査し次の如き結論を得た．

　A）骨髄トキシン単独注射群

・）類糸田胞の減少く羅灘無桝形）減少

　2）骨髄性細胞並びに瓜核球の退行変性

　3）大不規則なる脂肪細胞の軽度増生

　4）出血巣の出現

　5）静脈洞の拡張並びに充血

の如き退行性変化の所見が見られた，

B）骨髄トキシン並びに菌浮遊液静注二

野

・）類細胞の減少く雛雛鑑薪形）減少

　2）骨髄性細胞並びに巨核球の退行変性

　3）軽度の脂肪細胞増生

　4）出血巣の出現

　5）静脈洞の拡張並びに充血

　6）静脈洞を中心とした小円形細胞の集籏巣形成

　7）炎症性化膿巣の形成

の如き所見を示し，6），7）の所見を除き骨髄トキシン

単独静注群に類似の所見を示すがその程度は強くなっ

ており，骨髄トキシン静注後該動物に菌血症を起さし

めると骨髄の退行性変化を一層助長せしめる作用あ

り．

　C）骨髄における退行性変化の程度は骨髄トキシン

量並びに注射菌量に関係し，骨髄トキシン　2cc／kg

注射群に比し4cc／kg注射群が一層強度の変化を示

し，また菌量では5白金耳以上に炎症性化膿巣の発現

が見られた．

　D）骨髄トキシン局所注入群では注入局所に大なる

出血巣，壊死巣の形成の他は実質細胞減少，骨髄性細

胞，巨核球の退行変性等静注群と類似の所見を示し

た．

　E）骨髄トキシン及び菌液局所注入群ではD）の所

見が一層強く広範囲に及び脂肪細胞の増生も見られ

た．

　第1編，第2編において骨髄トキシン注射により骨

髄抗菌力の低下することを認め得たが，この際の骨髄

には組織学的に上述の如き各種の退行変性像が見ら

れ，更に該動物に菌血症を起さしめると一層退行変性

の程度を強め，骨髄における炎症性化膿巣の発生を助

長せしめる作用のあることが認められた．
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Abstract

　　　　　　　　　　1．In伽ence　of　Bone　Marrow　Toxin　on　Rabbits　Antibacterial　E任ect　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bone　Marrow，　Serum　and　Liver

　　　Bone　marrow　homogenate　prepared　from　the　lower　extre面ty　of　rabbits　was　inlected

intraperitoneally　in　a　guinea　pig，　and　obtained　anti－serum　was　intravenously　injected　into

rabbits　as　bone　marrow　toxin．　Its　in伽ence　on　the　antibacterial．effect　of　the　bone　marrow，

，6erum　and　liver　was　studied．　When　a　small　amount　of　toxin　was　used，　the　bactericidaI

effect　of　bone　Inarrow　increased．　However，　bactericidal　e鉦ect　decreased　by　injection　of　more

　than　a　certain　amount　of　toxin．　It　was　observed　that　bone　marrow　toxin　had　llo　signi五cant

　efεect　on　bactericidal　effect　of　serum　and　Iiver，　and　toxin　had　speci行。　effect　on　the　bone

高≠窒窒盾浴@to　decrease　its　bactericidal　effect．

　　　　　II．　In伽ence　of　Bone　Marrow　Toxin　on　Population　of　the　Cocci　in　the　Bone

　　　　　　　　Marrows　of　Rabbits　after　Intravenous　Injection　of　StaphylQcoccus　Aureus

　　After　an　injection　of　bone　marrow　toxin，　bacteriemia　was　produced　by　inlecting　Staphylo－

coccus　aureus　intravenously，　and　the　bone　marrow　was　taken　24　hours，48　hours　and　5　days

Iater　and　theなumber　of　the　cocci　in　the　bone　marrow　was　counted．　The　population　of

the　cocci　was　the　largest　24　hours　after　the　injection　of　the　cocci，　bactericidal　effect　of　the

bone　marrow　being　the　lowest　in－this　group．　The　population　of　the　cocci　was　the　sma】lest

5days　after　the　injection　of　cocci，　revealing　the　restoration　of　the　bone　marrow　function・

This五nding　is　much　better　as　compared　with　that　of　the　control　group，　suggesting　persi・

stence　of　the　effect　of　the　injection　of　bone　marrow　toxin．



         III. Influence of Bone Marrow Toxin on the Changes Qf Bone Marrow
                 after Intravenous Injection of Staphylococcus Aureus

  Histological studies were carried out in the bone marrows of the rabbits which had
received an injection of bone marrow toxin alone and injectiQns of bone marrow toxin and

Staphylococcus Aureus. When bone marrow toxin was simply injected intravenously,

degeneration could be obseryed in the bone marrow. When Staphyloccus Aureus was
additionally injected intravenously, this change was even more intense and it was recognized

that bacteriemia promoted the development of inflammatory supprative focus in the bone

marrow. Wheni bone marrow toxin was simply injected into a certain area, degenerative

changes such as in animals with intravenous injections administered could be observed

besides hemorrhage and necrosis, which were further intensified and spread widely when

,bacteriemia was produced additionally.
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Fig．1　正常家兎骨髄（大腿骨） Fig．4　（実動No．93　大腿骨）

　静脈洞の拡張充血

　実質細胞索状化（圧迫による）’

　実質細胞減少

ノ

糧
　

Fig．2　（実動No．　go犬腿骨）

　実質細胞減少，赤芽球の比較的増加
　巨核球の退行変性，脂肪細胞増生

Fig．5　（実動No．93　大腿骨）

　巨核球の退行変性（原形質内円形細胞侵入）

　実質細胞減少

Fig．3　（実動No．　go大腿骨）

　出血巣，実質細胞減少

　脂肪細胞増生

Fig．6　（実動No．96大腿骨）

　大なる出血巣

　実質細胞減少並びに配列の乱れ
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翻
欝

Fig．7　（実動No．96大腿骨）
　骨髄性細胞退行変性（核濃縮，崩壊）

Fig．10　（実動No≧98尺骨）

　膿瘍形成（一部脂肪変性）

雛 麟

Fig．8　（実動No．96大腿骨）

　静脈洞を中心とした小円形細胞浸潤集籏

　並びに充血

Fig．11　（実動Nα99尺骨）
　騒騒形成（一部脂肪変性）

黙灘

Fig．9　（実動No．97大腿骨）
　骨髄細胞の退行変性（核崩壊）

Fig．12　（実動No．100大腿骨）

　幼若性骨髄細胞増加並びにmitose．
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Fig．13　（実動No．103　大腿骨）

　実質細胞減少し静脈洞の拡張並びに充血

　により索状島懊状になっている，

Fig．16　（実動No．108尺骨）
　露なる化膿性炎症巣（膿瘍形成過程）

Fig．14　（実動No．103　大腿骨）

　膿瘍形成過程

Flg．17　（実動NO．109大腿骨）

　実質細胞減少（赤芽球比較的増加）

　脂肪細胞増生

　巨核球の退行変性（核濃縮）

幽
　
羅

Fig．15　（実動No．104大腿骨）
　騒騒球の退行変性（核崩壊過程，原形質

内円形細胞侵入），静脈洞の拡張

Fig．18　（実動No．109脛骨）
　小なる膿瘍形成過程（申央部細胞崩壊）

灘
　

、
毒
醗
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醐
Fig．19　（実動No．110大腿骨）

　壊死巣形成

Fig．21　（実動No．113　大腿骨）

　大なる出血巣，壊死巣形成

　実質細胞減少，脂肪細胞増生

Fig．20　（実動No．110大腿骨）

　実質細胞減少，配列の乱れ

　懇懇球の退行変性

Fig．22　（実動：No．113　大野骨）

　巨核球の退行変性（原形質内空泡形成，

　円形細胞侵入），脂肪細胞増生


